


    
    


    




    文学フリマお試し企画電子版とは
    　文学フリマですてきなサークル、素敵な作者を見つけるために、色んな作品を見てみたい。　文学フリマに出店するにあたって、事前に告知や宣伝をしたい。

　そんな要望に応える、色んな作者さんの色んな作品をちょっとずつのっけている企画、です。
　一回目は紙の本でやりました。（２０１１年６月１２日の文学フリマにて販売）


　しかし紙の本は印刷代もかかるし、編集も大変だし。
　なにより文フリ当日より前に試し読みができてこその「お試し」なのではないか。
　そう考えた結果、「インターネットで公開したらいいんじゃん」という結論に至りました。
　横浜弁ですね。


　とにかく、難しいことは抜きにして。
　
　作家さんを探している人は、ちらちら読んでみてください。
　つまみ読みでも大丈夫。


　宣伝したいサークル参加者の方は、今からでも遅くないので、是非にご寄稿ください。
　要項詳細はこちらから
　→http://enjambre.cocolog-nifty.com/blog/2011/09/post-3b34.html
　
　ういんういん、みたいな感じになったらいいな、と思ってます。
　よろしくお願いします。


　それで、文フリが終わったら、おいしいお酒を飲みましょう。



相沢ナナコ拝







    参加者一覧
    

A-03/渋澤　怜/@RayShibusawa/ 純文学ガーリー
A-20/添嶋　譲/空想少年はテキストデータの夢を見るか？/詩とか散文とか
A-20/吉宗/空想少年はテキストデータの夢を見るか？/ラブコメ系小説
B-12/日野裕太郎/下町飲酒会駄文支部/不定形文学
C-21/佐藤/佐藤/小説
C-23/大谷津竜介/大谷津竜介/小説
C-26/猫春（にゃんばる）/ばるけん/少し不思議、FT、SFなど
C-33-34/久地加夜子・茶葉/ふぇにどら！！/官能アンソロジー集団
C-32/ありすうちゃ/二乗天使/学生オーケストラ音楽モノ＋魔術と機械の異世界FT
D-11/神風　零 /大和雪原 /無名兵士の小説集
D-10/いくた（絵：さくら）/酔いどれラジオの無言癖/スウェーデン伝奇、ファンタジー
D-13/くまっこ/象印社/ファンタジーとメルヘンの間くらい
D-30/恣意セシル /35℃/抒情詩、或いは低体温幻想小説
D-35/相沢ナナコ/兎角毒苺團/青春部活小説
D-35/伊織/兎角毒苺團/幻想小説から学園部活小説まで
D-35/三九二/兎角毒苺團/幻想小説から学園部活小説まで
D-36/桜井夕也/Cult Trash/近未来散文詩
D-46/フワフワソ/春夏秋冬春一番（委託）/未来派ゆるふわミステリ
E-04/小高まあな/人生は緑色（ジミ）/ラノベ
E-23/lapis/木内真美子/小説・脚本・詩など創作系全般
E-25/ソウブンドウ会員一同/ソウブンドウ/青春・ホラー・怪談・ＳＦ・伝奇
E-44/柳川麻衣/痛覚/少女趣味・恋愛不全・終わりのない思春期
E-49/ジン太/SUMMER CAMP/青春少年小説・ジュブナイルSF・東京西多摩バンド少年小説
E-59/唐棣色（はねずいろ）/Juvenile Porno/小説（BL官能小説）
Ｆ-08ほか/泉由良/絶対移動中ほか/偏執的少女・私的性癖・詩学
F-12/桃野衿/ポンヨリ伝説/小説／成人向け
ア-１７/ＯＮＥ/クサカベ/地味な超短編
イ-35/湯浅 祥司/そよ風文芸食堂/旅行記＆ほのぼの短編小説
イ-42/青人/蛾々派/小説・詩・哲学
ウ-36 /牟礼鯨/牟礼鯨/ミソジニー中毒文学
エ-11/壬生キヨム（ミブ　キヨム）/cieliste（シエリスト）/短歌とボーイズラブ小説
エ-40/衆道士ペドフェチ/秘本衆道会/下品な古典・残念な国文学
エ-60/takeyas2k/ヴォイ！/ブラインドサッカー応援勝手連機関誌＆懐古的鉄道旅行記
オ-01/松永英明/ことのは（@kotono8）/事物起源学
オ-02/Parsley/奇刊クリルタイ/文化的多重人格者のためのハイエンド・マガジン（High-end Magazine for Multi Cultural Personality）
オ-49/鈴木真吾/学習院大学表象文化研究会/批評・評論
カ‐23/三島凜子・村崎式子/鰊パイ互助会/評論・料理・エッセイなど











    A-03/渋澤　怜/@RayShibusawa/ 純文学ガーリー
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文学フリマ界の純文学ガーリーの急先鋒（名乗るのは早い者勝ちです）、
レイシブサワ“第二短編集”刊行決定！



「タイトル未定」売価400円予定

収録予定作品は以下の通り。


■『へや』
「あなたってトルソーみたいね」
そう言って私を買ったのは、服飾学校の同級生。
二人で始めたルームシェアに、一人の男子が紛れ込む。
三角関係なんて野暮。もっと鮮烈に胸を灼く、彼女と私の愛と諦念。

■『二十二世紀の人魚』
未来の人間がゴミ捨て場に使う、二十世紀末の渋谷。
故障したセクサロイドに仕込まれた、最後に見せる物語（プログラム）。

■『プルメリア、カシスローズ』
私は全てをパッケージに包む。
可愛らしいものだけに囲まれた自分の部屋で、
「ファッションも趣味も皆の上を行く、憧れの女の子」を演じる。
汚いものは、綺麗な容器に詰め替えて。
――インテリアと自己イメージに異常なこだわりをみせる、「お部屋女子」のお話。

■『ラヴ・ポーション・サーティワン』
３１種類のアイスクリーム。
そのうちひとつが彼女の名字、そのうちひとつが彼女の名前。
誰かが私のフルネームを注文してくれる。その日をずっと待ち続けている。



レイシブサワ一年ぶりの新刊、マストバイ。
好評既刊（「ロシアンガンジャ」、「渋澤怜第一短編集」）も残部一ケタ。お早目の生存戦略お願いします。





★★今回もやります、無料配布。★★
今回は「小説の基礎練」。
レイシブサワがこの二ヶ月取り組んでる、小説の基礎強化のトレーニング。
すなわち「お題縛りのもと、二時間で短編小説を一本書く」。
詳細はこちら。http://blog.rayshibusawa.her.jp/?cid=3
タイトな時間制限からくる焦燥と、お題の緊縛感が、おかしな高揚を与え、クセになります。
基礎練と言えどもなかなか捨てがたい。渋澤の脳味噌の極限に挑んだ決死の短編集です。


★★毎度恒例・twitter割引★★
文フリ直前にツイートされる、@RayShibusawaの指定ツイートをRTすると、
なんと100円引き。
取り急ぎ　@RayShibusawaをフォローして、文フリ当日に備えましょう。
勿論フォロー無しでも、ブースでその場でRTしていただいてもOK。
毎回大体９割の方がRTしてくださいます。こちらとしても、読者が把握できるので、一石二鳥なんです。


以上。試し読み・お手並み拝見・同業他者視察はこちらからどうぞ　http://rayshibusawa.her.jp/



それでは文フリ当日お会いしましょう！
ショッキングピンクのブースが目印です。







    A-20/添嶋　譲/空想少年はテキストデータの夢を見るか？/詩とか散文とか
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添嶋　譲のひとり文芸ユニット「空想少年はテキストデータの夢を見るか？」
君と僕とスキとかキライとか。素直だったりツンデレだったり。
そんなこんなで詩と散文と小説を行ったり来たりで文学フリマ3回目の参加です。

＊新刊＊
「眠れない夜のために」
夜中に目が覚めて、そのまま眠れなくなったときに頭を駆け巡るいろいろなこと、空想とか。昔からだいたいこういうロクでもないことを考えてはうだうだしていたのだった。そんな頭の中の小さな空想物語を文字にしてみました。

＊寄稿＊
クロフネ三世氏「男一匹元気が出るディスコ」企画

＊既刊＊
・「ささやかだけど、たいせつなこと」
おもに初期作品集。パソコン通信時代(!)に、詩のフォーラムに投稿したものを中心に。
・「into the blue」
あえて詩集と言い張ります。twitterはじめてから書いた散文詩とかついのべとか。
友達がほしくて作った「友達キット」と少年の話、星空で働く男たちの話などなど。

＊パブーで読めます＊
・「こうちゃんとボク」http://p.booklog.jp/book/6565
いつもクールを装うこうちゃんが、ボクは好きだ。
パソコン通信nifty-serveの詩のフォーラムに投稿した連作「こうちゃんとボク」の電書バージョンです。ほぼそのままの形で掲載されています。
・「放課後」　http://p.booklog.jp/book/11276
本当はここにいてもしかたないのかもしれないけれど。
パソコン通信nifty-serveの詩のフォーラムに投稿した連作「放課後」の電書バージョンです。
・「ささやかだけど、たいせつなこと」　http://p.booklog.jp/book/14896
初期作品集の電書バージョン。(ダウンロード版のみ有料)

＊試し読み(新刊の中から短いのをどうぞ)＊

『君の夢を見る』
ときどき思い出したように君の夢を見る。
いつも見せたことのないようなはにかんだ顔とか怒ってるんじゃなくてすねたような顔とか。
自分にじゃなくてあの人にだけ見せていた顔。
つまらない話みたいに泣いて起きることはないけれど、バカみたいに深いため息をついていつもあきらめる。

『夏の大三角形』
君に誘われて夜の海岸で望遠鏡をのぞく。
あれはアルタイル、あっちはベガ、ひとつずつ教えてくれるけど、ごめん、全然わかんない。
しようがないなって笑う君。
頭の真横に腕をくっつけて教えてくれたそれは大三角形。
永遠に崩れる事のない、君と自分と、君が見ているあの人みたいに。

＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊

当日はひやかし立ち読みボケツッコミなんでもOKです。ぜひブースでお会いしましょう！
添嶋 譲 twitter:@literaryace
website→http://literary-ace.littlestar.jp/








    A-20/吉宗/空想少年はテキストデータの夢を見るか？/ラブコメ系小説
    はじめまして、たぶん『吉宗』です。
初めて本を出そうとしている大学１年の若輩者です。
いろんな名前で今まで書いてきてますので、もしかしたら過去の作品を知っている方がいるかもしれませんが、このような場所は僕も初めてです。

今回、僕が書くのは単純なラブコメ系の小説です。普通の少年少女の、ちょっとだけ特別な日を淡々と書かせていただきました。
よって、過度な期待はしないでください。
また、以前から（SF、BL、NL、ラノベなどを）細々と書いていたとはいえ、まだまだ実力不足なので、読みにくい所が多々あるかと思います。ご了承ください。
けれど、この作品は今まで書いてきた小説の中でも一番気に入っているものです。なので、楽しく読んでいただけると嬉しいです。通勤通学のお供にでもいかがでしょう？

あ、１１月開催のイベントに夏の作品を書いてしまったのは、完全にミスです（笑）

では、当日にお会いできたら是非お手にとっていただきたい、そう願いながらがんばって書いていきますのでよろしくお願いします。



　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

試し読み 『夏祭り』　　予価　いまのところ１００円

夏。　間違えようのないほど、夏。
　暑い。この昼空からはこれでもかというほどの太陽光線が、人間を苦しめる為だけかのように降り注がれている。真夏日がこうも続くと、涙や汗も出てこない。
　この夏休みの中頃という日に、ボクは床に倒れていた。
　別に病気とかじゃない。床が冷たくて気持ちいいだけだ。このままごろごろとして今日と言う一日を終わらせたい。夏休みの課題？知ったことか。
　そんな折、家の中で電子音が鳴り響いた。電話の着信音。しかしだからといって、起き上がる気なんてものは毛頭ない。二階にある自分の部屋から、どうして電話なんて取りに行かなければならないんだ。そんなもの、一階のリビングで我が家唯一のクーラーを占領している下着姿の姉に任せればいいんだ。
　コールが五回鳴って、ようやく止まった。やっと出たのか、寝てて気づかなかったのか。どっちかなって考えるよりも眠たくなってきたなあとか思っていると
「電話だよぉ～」
と、気の抜けた声が下から聞こえてきた。
　ああ、前者だったうえに目的はボクだったか・・・と溜息をひとつ。
「ボクはいないよー」
とか言ってみる。しかし返事は
「いるって言っちゃったよぉ～」
だった。仕方ない、と呟きながら立ち上がると、頭を掻きながら階段を下り、リビングに入りソファーの上でごろごろとしている姉を横目に受話器を手に取った。
「もしもし、ボクだけど……」

続きは当日、お読みください。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－


コンタクト
Mail  dreambud216@yahoo.co.jp　　←返信は遅れることがあるかもしれません
Twitter　@dreambud216






    B-12/日野裕太郎/下町飲酒会駄文支部/不定形文学
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エンタメ寄りに無節操な発刊をはじめて早三年

わりと暗いとか重いとかせつないとかそんな方向性です。
怪奇譚から現代物、ファンタジー、クトゥルフ神話まで
節操のないラインナップで鎮座します。

今回は幻想奇譚ぶら下げての参加です。
立ち読みに来て、百聞は一見にしかずですよ！
文庫サイズばっかりなので、通勤通学のお供にどうぞ～


●●●●新刊予定●●●●

●「スコシの領分」　文庫サイズ　182頁　予価600円●

○収録○
＜スコシの領分＞
四つ足の動物ばかりが死んでいく疫病をしずめるため、
スコシは冥府の女王アラリ・ノの贄になるべく
幼なじみと村を出た――

＜闇憑きのハコベ＞
故人の魂が禁忌としめした子供は言葉を話さず
――しかしなにもかもを見通していた
過去に犯した罪にとらわれ続ける彼は、
子供を通して自身を見つめ直していく

＜探求中毒＞
異国から発掘調査のためにやってきた彼女は
その国の文化に魅了され、
なにもかもを知りたがっていた。
たとえそれが滞在する村の
禁忌であったとしても。

××××××××××××××××××××

夏に発行した「水に咲く花」に連なる物語。
独立した内容ですので、連番はしてません。

カバーイラスト●ハルノブ氏（Ropper”H”http://www.ropper-h.com/）

●「おかえりください」（既刊「帰り道がわからない」収録）●

廃校になった母校、友人と軽い気持ちで肝試しに行ったのだが――

怪談短編をノベルゲーム化（win対応）したものを、鋭意制作中です。
正規ストーリーのほか、分岐エンドを複数追加しました。
無料体験版もあわせて配布予定です。

●無料配布●
「regret flower」
女子高生美咲の新しい家族、義母と仔猫。
良くするのも悪くするのも自分自身。
名刺サイズの掌編。

余力があれば
ほかにももじょっとなにかしたいです。
なかったらそれはそれでご愛敬。

過去の無料配布作品の試し読みはパブ－のこちら　http://p.booklog.jp/users/hinotyokin
既刊案内に関しては本家サイトのこちら　http://kemo.boo.jp/
ぐだぐだしてる生態はツイッターのこちら　http://twitter.com/hino_modoki








     C-21/佐藤/佐藤/小説
    [image: ]

《この先に「荒ぶる異形の者」を封じる。彼の力は強大であり、
永久に押さえつけることはできない。その期間はおよそ二百年ほどであろう。
封印を監視する者は、鋼鉄の鏡を身につけること。
封印の楔の予備を残す。不足した場合には、製造すること。
封印の楔を製造する技を絶やさぬこと。》

滅びた文明の遺物『迷宮図書』とは、成熟と倦怠をむかえた民衆に
ちょっとしたスリルを与える、誰にでも完遂可能な、
体験型の映像作品のようなものだと私は考えていた。しかし…
～～～～～
当サークル５冊目のオフセットは、『迷宮図書』
攻略には、知力、体力、時には運も必要です。
第十三回文学フリマ　TRC1階 Eホール C-21　一部250円にて初回頒布

既刊、『アイデアル・ワールド』もよろしくね！（↓）
http://www.mosakusha.com/newitems/2011/07/post_2409.html











    C-23/大谷津竜介/大谷津竜介/小説
    個人サークルでSF小説『MARIONETTES』（A5二段組み・本文87ページ）を出展します大谷津竜介です。
配置：C-23

パブーにて、『MARIONETTES』の前日譚となる短編『BIO BOOSTER』を公開中です。
→　http://p.booklog.jp/book/37666

twitter 　： /ohyatsu
web　： http://ooyatsu.sakura.ne.jp/

よろしくお願いします。







    C-26/猫春（にゃんばる）/ばるけん/少し不思議、FT、SFなど
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「少し不思議」をテーマにした小説を発行しています！
　第十三回文学フリマでは小説ユニット猫筆屋短編小説集の新刊「猫筆屋四」、初売りの猫春個人誌で長編FT小説「光の記憶 永遠の約束」が発行されます！
　その他、猫グッズや、写植定規なども取り揃えていますので、よろしくお願い致します！

　BK+　http://www.nyanbal.net/bk_plus/












    C-33-34/久地加夜子・茶葉/ふぇにどら！！/官能アンソロジー集団
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　こんにちは。『ただエロいだけではなく、ストーリーがあり尚且つ”使える”』小説を追求する官能アンソロジー集団「ふぇにどら！！」です。
　今回も文学フリマ参加しています。サークル配置はC-33、34となっております。
　各種官能アンソロジー、クトゥルフアンソロジー、定期更新ゲームファンブック等、取り揃えてお待ちしております。
　また、予価￥200程度の書き下ろしお試し本も用意していく予定ですので、どうぞ皆様お気軽にお越し下さいませ。

＊寄稿＊「E-19　男一匹元気が出るディスコ」さん
　クロフネ三世さんの企画「男一匹元気が出るディスコ」に、久地加夜子が寄稿しています。
　お題は「魔法少女出没禁止」。クロフネ三世さん曰く、「変則作品から一転、かなり本格的です。そして、唯一怪しく官能的な作品。魔法少女の扱い方にも注目。あの森の奥には近づいてはいけない。あの森の奥には……」
　クロフネ三世さんのサイトはこちら→ http://kingkurofune.cocolog-nifty.com/

＊新刊＊
『書き下ろしお試し本』A6・詰められるだけギュッギュ・￥200予定
　これ以上は高くしない！　サークル代表が言い切った読み切りだらけのギュッギュ本！
　イベントぎりぎりまで詰められるだけ詰め込む予定のお試し本です。この機会にどうぞ！

『ドラマティック★マスターベーション６』A5・総P160・R18・￥800
　「エロ×ホラー」をテーマにしたカラー口絵２枚と小説８篇を収録。
　今年8/21コミティア発行、18禁です。
　【イラストレーター】（収録順・敬称略）
　・ALF874
　・逆行者
　【収録作品】（収録順・敬称略）
　・愛する妻のため男は……「虚ろ」茶葉
　・夕焼けは女を狂わせ「たぞかれ」虚多右近
　・ご主人様の雌奴隷は露出狂「視線」影雛
　・少女達の夜の学校探索「学校の快談」九十九尾
　・迷い込んだ山荘の姉妹「お芝居はよろしくて……？」覇野道夫
　・幼なじみの少女は山奥に「みなもの花婿」ゴディバ
　・見えない男に娘は翻弄され「インビジブル」ビクター
　・母は淫らな女の顔で「call＆eyes」久地加夜子

『偽島エロ本★ファイナル』B5・総P192・R18・￥1200
　False Island（通称偽島）ファンブック。マンガ、小説、イラストの詰まった総勢28名参加の豪華本です。
　今年8/12夏コミ発行、18禁です。

＊既刊＊
『クトゥルフ神話アンソロジー「狂宴」-ドラッグフェニールの絵画・２-』A5・総P230・￥1,000
　今年06/12　第十二回文学フリマ初売り。一応全年齢推奨です？
　Amazonでも好評発売中の、当サークル初のクトゥルフ小説アンソロジーです。
　カラー口絵４枚と小説15篇を収録。
「とある古城に飾られた数々の絵画や美術品。そこには狂気と恐怖が息づいていた―」

『ドラマティック★マスターベーション』官能小説アンソロシリーズ１～５、各￥500
『偽島エロ本★サード』偽島ファンブックシリーズ３、￥1000
『散り降る願い』全年齢推奨小説アンソロ、￥500


＊今後の発行予定＊
○今冬のコミケ『ドラマティック★マスターベーション７』
　テーマはご好評いただいている「エロ×百合」の第二弾です。
　おなじみの執筆者から、新たな執筆者まで自慢の執筆陣による作品を掲載予定です。
　ご期待下さいませ！

○来春の文学フリマ『クトゥルフ神話アンソロジー２「深淵（仮）」』
　こちらもご好評いただいているクトゥルフ神話アンソロジーの第二弾を発行します。
　豪華執筆陣を迎え、こちらも鋭意作成中です。乞うご期待！
　事前の予習用として、既刊の『クトゥルフ神話アンソロジー「狂宴」-ドラッグフェニールの絵画・２-』を今回の文学フリマでも販売しておりますので、よろしければお買い求め下さい。

詳細は、下記「ふぇにどら！！」のサイトでご確認下さい。
　サークルブログ http://higahisa.blog10.fc2.com/
　twitter ID　サークル代表　久地加夜子　@higahisa
　twitter ID　サークル副代表　紅葉屋　@_momijiya

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

お試し読み『ドラマティック★マスターベーション６』より抜粋

「call＆eyes」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久地加夜子

　今日も携帯電話が鳴る。味気ない電子音だが、優華専用の着信音だ。僕はお気に入りのソファに深く腰掛けると、電話に出た。
「もしもし」
「もしもし、幸成さん。おはようございます、優華です」
「今晩は、優華」
「そちらは夜かしら。もうお夕食は済みました？」
「いいや、これからさ。君は朝食は済んだのかい？」
「ええ、先ほど。今日は大学がお休みだから、リズと一緒に遊園地に行きます。久しぶりだから楽しみ」
「楽しそうだね、僕もいきたいな。はしゃぐ君が見たい」
「いつもそんなこと言って。私はもう子供じゃありません。わかっているでしょ、幸成さん」
「そうだな、僕と会ったときはあんないやらしいことまでするんだしな、もう子供じゃないな」
「もう、意地悪ね、幸成さんは。恥ずかしいじゃない」
「思い出すよ、毎日ね。特に夜になると、優華が恋しくなる。白い肌も、長い髪も、かわいらしい唇も、甘い声も、全部。思い出すだけで硬くいきり立つほどに。今もね」
「やだ……幸成さんてば……」
「僕は正直に言っているだけさ」
「夜といえば……。あのね、幸成さん」
「なんだい？　下着泥棒でも出た？」
「違うわよ。最近、夜になると誰かに見られているような気がするの。寝ていると、なにかに上に乗られているように苦しくて、あまり眠れなくて。家の中にいても誰かに見られているような気がして……」
「下着泥棒と近からずも遠からず、ってところかな」
「もう、まじめに聞いて」
「わかってるよ、で、なに？」
「お風呂場でもよ？　私、最近怖いのよ」
「それならいい方法があるよ」
「なぁに？」
「帰国して、僕と一緒に暮らすのさ。それなら夜も怖くはないだろう？」
「え？　それって……」
「もうすぐ大学も終わる。君が帰国する頃にあわせて、新居を探しておくよ」
「幸成さん……！　嬉しい！」
　電話口でもわかるほどに優華が喜んでいるのが伝わってくる。僕は満足げに微笑むと、目線を股間に移した。
　そこには、驚いたように目を見開いて僕を見つめる母の姿があった。今日はブラジャーとパンティのみという姿だ。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

「虚ろ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　茶葉

　暗闇の中、男は診察台に向かい一心に作業に集中している。診察台は、ぱっと見では用途の分からない様々な機械や器具に取り囲まれ、それらは互いに色とりどりの配線で繋がれている。大きな機械には、これまたどういう数値を指し示しているのか分からない計器類が付いている。
　男はそれらの機械に取り付いては計器の数字を確かめ、うんうんと納得するように首を縦に振る。
　突然、暗闇に沈む部屋が光に照らし出される。続いてけたたましい音が響く。
　雷だ。雲は空を覆い、月を隠していた。ずっとあやしい空模様だったが、とうとう雷が落ちてきたようだ。
　男はちっと舌打ちをして、窓から外の様子を伺う。近くではないようだ。しかし、安心は出来ない。不測の事態も考えられる。男は作業を急ぐ。
　今雷が落ちて、電気系統がやられてしまっては今までの苦労が水の泡だ。室内の電源を落としているのも今やろうとしている事に大量の電力が必要となるからなのだ。こんな所で落電にでもあったら目もあてられない。男の焦りは、もう冬だというのに額に滲む大粒の汗からも伺い知れた。
　また窓の外が稲光で一瞬明るくなる。雷光に照らされ、さして広くない室内も瞬間見通すことが出来るほどになる。男はそれに気が付かないほどに集中を高めているのか、機器に取り付いて外を見ようともしない。
「よし、これで良いだろう。間に合ったか」
　男は誰に言うともなく独りごちる。そして、一際大きな装置に付けられた、古い映画に出てくるマッドサイエンティストが作った機械に如何にもありそうな、掌ほどもある電源レバーを入れた。
　雷鳴が轟く。また落ちたようだ。男はちらっと目線を窓の方に向ける。その男の背に向けて、
「あなた、どうなさったの？」
　そう問う女の声が聞こえた。緩くウェーブの掛かった髪は暗闇の中でも分かるほど豊かで、情の厚さを表しているかのような厚ぼったい唇は艶やかだ。
　男は、一瞬の驚きから喜びへとコマ送りのように表情を変え、振り返りながら手の中にある小瓶の蓋を開ける。
「いや、何でもないんだ。何でもなかったよ」
　答えつつ、女にとびきりの笑顔を向ける。
「完璧だ。これで私は安心して……」
　そう呟きながら男は小瓶の中身を一息に飲み干した。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
続きは当日お楽しみ下さいませ。












    C-32/ありすうちゃ/二乗天使/学生オーケストラ音楽モノ＋魔術と機械の異世界FT
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　チューニングが終わると、舞台は一気に静かになった。
　客席から、少しだけ咳払いの音が聞こえる。まだ春と言うには寒い、三月のホール。それでも舞台は照明のせいでやや暖かく、僕の膝の上にある金属のコンディションはばっちりと言えた。
　舞台向かって左端。つまり僕からみたら右前の方から、二人分の影が現れた。一人は指揮者。もう一人は、僕の同級生の田原くんだ。彼らの姿が舞台に降りると、演奏者は各々足踏みをして、拍手の代わりに音を鳴らす。それと同時に、客席からは大きな拍手が降り注いだ。まだ鳴りやまぬそのまばらな衝突音に答えるように、二人は舞台から客席に向き直る。
　指揮者の先生が、大きく両手を挙げた。そのまま、体をゆっくりと下ろす。タイミングをあわせて、原田くんも綺麗にお辞儀した。彼らの頭が元に戻ると、水を打ったように一気に舞台が静まった。ぱら、ぱらとのこった拍手がすこしだけ残り、やがてそれも全て消えた。
　指揮者の先生が、舞台に背を向け、僕たちに目配せをする。原田くんといえば、指揮者と僕たちの間に置かれたグランドピアノに、ゆっくりと腰掛けた。そのまま、視線は指揮者のもとへ。掛けた黒縁の眼鏡越しに、長い睫の瞳が、真っ直ぐにその姿を射る。
　その視線に答えるように、指揮者が軽く頷いた。そして、オーケストラのメンバーを左から右へと見る。再び、頷く。ここまで、約三秒。長い、長い三秒だ。
　そして。
　指揮者がようやく手を掲げた。
　距離が離れているここまでも、ずいぶんと聞こえる。ふぅぅっ、と、大きく息を吸い、肩から腕を大きく持ち上げる。その動きにあわせて、ピアニストの体も揺れた。
　重く、暗いピアノの和音が、そこに響いた。高音と低音が、交互にそして次第に強くなるように音を出す。ピアニシモから始まったその和音がフォルテシモまで上がると、音量とは異なって、音域はダン、ダン、と下降系を形取った。
　その勢いのまま、スピードをつけてアルペジオがやはり低音域でうごめいた。いつのまにか、弦楽器が楽器を構えており、ピアノを前奏として、彼らが一気に動き出す。
　ゆっくりとした低弦のボーイングで、重く悲しいメロディを紡ぐ。ピアノは、まだ初めの音のままだ。オーケストラと一体になって、ゆっくりと左右に動く。
　金管楽器も続けて出番を待った。山を描くような、音のフレーズを、盛り上がりと共に描く。それまでが深いよるだとすれば、そこで雲が広がるような感覚を味わうようなものであった。
　指揮者の右手がふっとこぶしを作った。明け切らない空のように、だがしかし雲の妖精が色っぽく、オーケストラ全体にささやきかける。再びピアノの音が全面に現れると、複数の人間に負けない音量で、やはり色気のある音で妖精に言葉を返した。ささやくような流れは、これから起こる悲しい現実を表しているようでもある。


****************************************************************


11月3日新刊
「アルペッジョの祝典」（予価700円）
フルカラーカバー&栞付き文庫判、184ページ。


二年前に発行した「オーケストラの祭日」と世界観を同じとする、学生オーケストラもの第二弾。
ホルン吹き佐々木祐介と彼の所属する『学生』アマチュアオーケストラの最後の舞台を曲と共に表現。一話完結形式の、クラシック音楽解説ノベル、二年ぶりの再演です。
前作を知らなくてもお楽しみいただけます。


＜収録曲＞
　ラフマニノフ　ピアノ協奏曲第2番
　ベートーベン　交響曲第7番
　チャイコフスキー　くるみ割り人形
　サン＝サーンス　死の舞踏
　ほか




その他、当サークルでは、魔術と機械技術が反映する異世界を舞台にしたファンタジー小説長編をお届けしています。
こちらも、長編ではありますが、１冊１冊は独立して読むことが出来ますので、是非お楽しみ下さい。


＜既刊のサンプルはこちらから！＞
http://angel.mods.jp/rose/
左のメニュー→「Offline」からどうぞ








    D-11/神風　零 /大和雪原 /無名兵士の小説集
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ミリオタじゃないんですが、ずっと軍人さんばっかり書いています。
たぶん突っ走っている人が好きなんだと思います。
戦記でもなければ戦争でもない、愛もない（笑）無名の軍人さん達の小説ばかり書いているサークルです。

戦場描写はほとんどなく、淡々と流れる世界がお好きな方にお勧めです。


★新刊★
　●「白い世界」　文庫サイズ/４８ページ/２００円
　　　　「空に、うたう」シリーズの第三作目です。
　　　　塹壕の中に、頭の中の大事なねじを落してきたと噂される軍人、外山大尉。
　　　　彼の「鞘」とそれをなくすまでのお話。
　
　●「灰になるまで」　文庫サイズ/３２ページ/無料配布
　　　　ブログで書いていた”誘うもの””祖国”を加筆修正し、”灰に、なるまで”を書き下ろしました。
　　　　彼らが欲しかったものと、現実とは――。
　

★既刊★
　　●「桜花シリーズ」　戦前編・ラバウル編・内地編　文庫サイズ/各２００円

　　　　昭和十五年、横須賀。
　　　　一人の少年が海軍航空隊基地に降り立った。
　　　　右目に大きな傷を持つ彼は、日本刀を常に携えていた――

　　　　昭和陸海軍を舞台にし、史実をエッセンスにした小説です。
　　　　フィクションでも歴史の創作が許せない方や苦手な方はご遠慮ください。


　　●「空に、うたうシリーズ」　空に、うたう・弾丸の眼　文庫サイズ/各２００円
　　　　それを欲した男。
　　　　それに魅入られた男。
　　　　それを与えられてしまった男。
　　　　求めたものは違っていたのに、同じものに捕らわれて逃げられなくなってしまった男たちの戦場物語。

　　●「初めて「　」を殺した日。」　文庫サイズ/６８ページ/２００円
　　　　当サークルの軍人さん達の短編集。
　　　　彼らの”初めての日”をご堪能ください。



　各本のお試し読みはこちら　http://p.booklog.jp/users/yamatoyukihara
　オフライン情報はこちら　　　http://yamatoyukihara.blog134.fc2.com/
　オンライン作品はこちら　　　http://yamatoyukihara.web.fc2.com/
　ツイッターアカウント　　　　　kamikaze0shiki








    D-10/いくた（絵：さくら）/酔いどれラジオの無言癖/スウェーデン伝奇、ファンタジー
    


挿絵小説『狂わされた図書館』。
全40ページの連作短編集で、
値段は400円です。

スウェーデンの円形図書館が舞台。
本たちが言葉を交わすファンタジーであり、三世代に渡るスウェーデン人家族の話でもあります。

【あらすじ】
1961年のスウェーデン。
首都ストックホルムにある、市立図書館内の円形書架。
夏の夜、興味本位で入り込んだ少年アーロンは書架に閉じ込められてしまう。
そこでは言葉を操る本たちが、人間の子どもを戦わせる宴会を催していた……。
スウェーデン社会の中で、図書館の本と家族をめぐる連作短編集。


「円形図書館」「本に囲まれる」「本好き」「図書館デザイン」
「図書館インテリア」「現実とファンタジーの行き来」「家族」「奇妙な話」

これらのキーワードに興味のある方は、是非とも表紙を捲ってみて下さい。


酔いどれラジオの無言癖→　http://yoidoreradio.blog.fc2.com/
代表: いくた→　Twitter（@7m7s）












    D-13/くまっこ/象印社/ファンタジーとメルヘンの間くらい
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◆はじめまして◆
くまっこといいます。
お手伝いのぞうじるしくんと一緒に、象印社と言うサークルで本を作っています。

小説を書いたり、絵を描いたり、写真を撮ったり、ねんどをこねたり、デザインしたり……一言で言えば作ることが好きです。

くまぞうさんとゆう名前でついったもやっています。

ついった：http://twitter.com/#!/cumazou3


◆作っている本は◆
短編小説と詩と絵本と写真とかが多いです。
豆本とレシピもちょこっと。

パブーにいつも無料配布しているカタログを載せてあります。
前回文学フリマまで の既刊は全部載っています。
お試し読みができるページもありますので、良かったら見てみて下さい☆
ブログには小説や詩も載せています。

くまぼんカタログ：http://p.booklog.jp/book/33284
くまっこにっき：http://kumazasa.blog98.fc2.com/blog-category-10.html


◆文学フリマは◆
「D-13＊象印社」とゆうところに本を並べています。
短編集と写真集と詩集とレシピ本と豆本を出していますが、品数が多くてテーブルの上がいつもごちゃごちゃしています。会場を歩いていて、なんかごちゃっとした机あるなーって思ったら、たぶんそれが象印社です。


◆新刊は◆
豆本と写真集を予定しています。
余力があれば、短編集も出したいです。

＊ねこのほん２（豆本）
　道ばたで撮りためた猫写 真と、猫の掌編を載せた本です。
　表紙は猫のかたちのフェルト仕上げ。
　そしてそして、このお試し本を企画してくれている相沢ナナコさんが「コネコとマグロアラ」「マグロアラレシピ」を寄稿してくださっています。
　猫好きもそうでもないひとも、ぜひぜひ手に取ってみてくださいませ☆

＊ウサギアルバム：あき（ミニブック）
　おさんぽで撮った秋の写真にテキストを添えて、写真集にしました。
　ミニブックシリーズとゆう名刺サイズのシリーズで出しています。
　ミニブックシリーズは、２冊以上お買い上げの方に専用ボックスをお渡ししています☆

このほかの新刊予定はツイッターやブログで発表しますです。


◆１００円割引券を用意しました◆
このページ のトップにあるイラストをブースで見せて頂けると、短編作品集３作のうち１冊を１００円引きでお買い求め頂けます。
スマフォでもタブレットでもケイタイでもプリントアウトしたものでも、なんでもＯＫです。
ぜひぜひお使いください！


◆せっかくなので◆
もうちょっと詳しく作ってるものの説明をしようかなって思いますです。
お暇と興味がありましたらどうぞー。


◆小説は◆
お姫さまや王子さまや魔女の出てくるファンタジーとメルヘンの合いの子のような“おはなし”を書くことが多いです。
ラノベみたいなのもたまに書きます。
『優しくて可愛くて、ちょっと切ない物語』みたいなキャッチコピーをつけてみました。
『すこしふしぎ』とゆう感じかもしれません 。世界観とか。
あと、あんまりキャラクターに名前を付けません。それはどうでもいいか。
ちらっと読んでみたいひとは、ブログかカタログでお試し読みしてみてください。
あと、この文章の最後に「竜の魔法」とゆうお話も載せてみました。
よかったらどうぞです。


◆豆本は◆
内容に合わせて猫のかたちの本とか、飛び出す仕掛けとか、ちょっと面白い装幀のものを作っています。
中身にも力を入れていて、ちっちゃいけど読みごたえはあるとおもいます。


◆写真は◆
風景とかお花とか、おさんぽちゅうに見つけたものを適当に撮っています。
使ってるのはトイカメラのしろねこHOLGAとトイデジのNECONO DIGITAL CAMERAと、ケイタイとiPadです。
トイカメラのフィルムはいろいろ。
写真集は、猫写真を集めたものと、季節毎に分けて詩を付けたものがあります。

写真はほんのちょっと、ぞうじるしブログに載せています。
（http://ameblo.jp/zou-jirusi/theme-10037081232.html）


◆おためし読みように文章を載せます◆
これは豆本【ぞうさんチャンネル】と作品集【いろみほん４】に載せているものです。
ぞうさんチャンネルには他にも詩が、いろみほん４には挿絵と朗読ＣＤが付いていますので、会場ではお気に召す方を手に取ってくださいませ。


◆竜の魔法◆

遠い国の
洞窟の奥深くに棲んでいる
竜だけが知っているという魔法を
教えてもらいに行くことにする


ドラゴンという名の竜は
洞窟でお姫さまと暮らしていて
お姫さまはドラゴンを愛していて
ドラゴンはお姫さまをやさしく守っている


お姫さまを取り返しにくる
王様の側近も
名のある騎士も
偉い魔法使いも
貧乏な村人も
隣国の王子様も

みんなドラゴンの炎の息に
追い返されてしまった

「お姫さま　どうぞご無事でいて下さい」と
水浴びを続けた侍女は
くるしい病を患って死んだ

王妃様は涙を流し続けているけど
まだ涙は涸れない
本当は涙の涸れる日を待っているのだけど
涙が涸れる日など来ないから
王妃様は永遠に涙を流し続けるのだろう


お姫さまを失った国は
緩やかな滅びの道を辿り
なくなってしまうだろうと
占い師は予言する

「なくなる」ということは
「はじまり」なのだと
わかった風な口をきいた占い師は
王様の手にかかって死んだ


占い師だけがお姫さまの無事を知っていたというのに
占い師だけが
竜の声を聴けたというのに

　　　　　◇


砂漠の果てに暮らす
占い師の末裔を訪ねに行く

時という概念のない
洞窟の奥深くに棲んでいる
ドラゴンという名の竜に逢うために


いまだお姫さまと
「しあわせ」という名の洞窟で暮らす
ドラゴンに逢いにゆくよ
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詩集と小説を出しています。
長らくネットで詩を発表していましたが、
今年の６月から紙媒体での活動も始めました。
１１月３日当日は、新刊と既刊を少し持っていく予定です。
作れたら詩か小説の無料配布も！
宜しくお願いします。

詳しいことや最新情報は、Twitter、Blog、サイトで発表していきます。

twitter：@c_cecile
パノラマ寓話（Blog）：http://ameblo.jp/ccecile/
サイト（３５℃）：http://albus.hanagumori.com/


●新刊●
＊赤猫 / 予価500円

唐突に恋人から別れを告げられたアカネは、
彼がのこしていった花の名前と爪先の赤色を守りながら
生きる希望を見失っていく。
周囲の気遣いにさえ傷ついてしまう剥き出しの心を引きずり、
彼女が行きつく先はどこなのか。

大正時代を下敷きとした仮想世界の物語です。
表紙絵は前回頒布した「美しい血肉」の絵を描いてくれた
サンズイヒカル氏に描いてもらっています。
お試し用に、下記URLにて冒頭を無料で公開しています。
是非ご覧ください。

http://p.booklog.jp/book/36690

＊


●既刊●
＊美しい血肉 / 500円
詩集。全９編収録。
生々しくも危うい魂を撚り合わせた糸で紡がれた織物、
あるいは弦楽器のような作品たち。

――咲いた花　もっと甘く香ってくれないか
　　　空の青　もっと鮮やかに降り注げ
　　　　鳥の声　もっと美しく響き渡って

　　　　　そうしてせめて　世界の美しさを知らしめてくれ――

＊ハルシオン / 300円
遺伝子に潜む柘榴の誘惑――「柘榴」。
青く暮れていく空に滲み融けだす、いなくなった人との日々――「アカツキ」。
いがいがと苦み走った錠剤が見せる、夢幻に溺れていくこと――「ハルシオン」。

3つの掌編を収録した、短編小説集。
夢であればいい。現実であればいい。
相反した願いが織り混ざる、夢とも現とも言い切れない物語たち。
（「柘榴」のみ、全編を無料で読めるよう、電子書籍化しています。
URLはこちら→http://p.booklog.jp/book/33887）

＊僕を救う手 / 300円
９年前に別名義で発表した詩集の姉妹作。
学生時代に書いたものたちからの選抜。
９篇を収録。
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なこです。今回の文フリでは文学フリマお試し企画電子版をやります。
（このページは企画の見本も兼ねています）


今回は個人サークルではなく、今回は伊織さんのサークル「兎角毒苺團」のお世話になります。
桜井夕也氏のサークル「Cult Trash」と合体配置です。
（サークルＮＯ．は発表になり次第追って記載します）


今回出す本としては


「私立文聖学園概念部・学園祭の波紋（仮）」
概念部の学園祭臨時部室には様々な部活の関係者が立ち寄り、波紋を広げる。
パンを差し入れる調理部、殴りこむ軽音部、オセロ対戦する卓ゲ部、献本にくる一次・二次・ＢＬ部…。
彼らの言動の後ろに見え隠れする諜報部の思惑とは。
部長と副部長の概念格闘が炸裂する。


↑こんなお話しの本が出る予定です。


概念部の試し読みはこちらから↓


「とある、概念部の放課後」（パブー）
http://p.booklog.jp/book/28556


「三人目の部員」（パブー）
http://p.booklog.jp/book/28658


概念部ついのべまとめ（トゥギャッター）
http://togetter.com/li/132667


また、今回はゲスト参加するのは


・クロフネ三世氏「男一匹元気が出るディスコ」企画


・面白集団クリルタイ「せいへきかるた」


の二つです。


どうぞよろしくお願いします。


相沢ナナコ

http://twitter.com/#!/nakotic

http://flavors.me/nakotic












    D-35/伊織/兎角毒苺團/幻想小説から学園部活小説まで
    こんにちは。
『幻想小説から学園部活小説まで』幅広いジャンルの小説を取り揃えて皆さまのお越しをお待ちしておりますクラスタ「兎角毒苺團」です。 　
今回も文学フリマ参加しています。
サークル配置はC-３５となっております。
お隣の「Cult Trash」C-３６桜井夕也氏 と 合体配置 でございます。　
現代日本が舞台の幻想小説短編集、SF、学園部活小説、ライトな１８R、詩歌集、ポストカード、ブックマーカー、オリジナルマスコットキャラクターグッズ等等、各種取り揃えてお待ちしております。 　
 
＊寄稿＊「オ‐４９　学習院大学表象研究会」 　
鈴木真吾氏の企画「KTG03」に、展覧会レビューっぽいものを寄稿しています。 
８月に初台の画廊珈琲Zaroffで開催された「Enigmareiie～亡骸への焦燥～」の雑感。

鈴木氏のサイトはこちら→ http://blog.livedoor.jp/doxa666/
 
＊新刊＊
『概念部 1巻』相沢ナナコ、伊織 A５・￥300 ★秋の文フリ限定秘密のサプライズが付く予定★ 　
私立文聖学園高等部には、概念を武器として闘う文系格闘部が存在する…
待望の1巻遂に発売…！秋の文フリ限定でおまけが付きますので、是非この機会にご照覧あれ！ 

＊委託＊
『Solitude　Bird』谷村思亜　A5・オフセット・￥３００ 　
吹き荒ぶ嵐の中、梢の上でまどろむ小鳥のように…
鋭敏で峻険な言葉で綴られる瑞々しい短歌集です。表紙は著者による油絵。　
『Solitude　Bird・２』谷村思亜　A5・P72・オフセット・￥３００ 　
小鳥は夢の森の中を歌いながらどこまでもどこまでも羽ばたいてゆく…
短歌集第2弾です。表紙は著者による油絵。 

＊既刊＊ 
『Rouge』（赤）・A5・￥３８０ 　
２００３/１１/０１　第二回文学フリマ初売り。全年齢推奨。
とある町の木造アパートを舞台にした幻想小説短編集「日之出荘シリーズ」第一弾です。
【桜井夕也氏によるレビュー】
http://yuyasakurai.seesaa.net/article/207787516.html


『Blanc』（白）・A5・￥３００ 　
２００３/１１/０１　第二回文学フリマ初売り。全年齢推奨。
短編集「日之出荘シリーズ」第一弾のお試し版なので、少しお安くなりました★ 

『Dualisme』（二重性）・A5・オフセット・￥３００ 　
２００４/１１/1３　第三回文学フリマ初売り。全年齢推奨。
とある町の木造アパートを舞台にした幻想小説短編集「日之出荘シリーズ」第二弾です。

『Loiseau noir du boneur』（幸福の黒い鳥）・A5・￥３７０ 　
２００５/１１/２０　第四回文学フリマ初売り。全年齢推奨。
とある町の木造アパートを舞台にした幻想小説短編集「日之出荘シリーズ」第三弾です。

『etoile et gemme』（星と石）・A5・￥１５０ 　
２０１０/１１/１３　第三回文学フリマ初売り。全年齢推奨。
兎角毒苺團の初めてのゲスト寄稿アンソロジーです。
SF短編と幻想短編とイラスト、それぞれの世界観をギュッと凝縮したような粒選りの一冊。

【イラストレーター】　三九二　　谷村思亜　　小谷地ぐんて　（敬称略）
【写真】深谷未知　 
＊今後の発行予定＊ 
来春の文学フリマ『概念部 ２巻』 
「日之出荘シリーズ」第四弾
Next to be continued…！ 
　
サークルブログ　　
twitter ID　サークル代表　伊織　@iori8250　
twitter ID　お目付け役　相沢ナナコ　@nakotic
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
お試し読み『概念部 1巻』より抜粋


「…ってわけで前々からお前ら気に食わなかったんだよ！　聞いてんのかこら！」
　という科白で締めくくられる軽音部副部長の主張が終わるころには、概念部の二人はパンも食べ終え、コーヒーも飲み干し、そろそろコーヒーのお替りでも作りましょうか部長、ああ頼む副部長、と窓の外を見遣りながら語らっていた。中庭の紅葉が綺麗だ。
「聞いてる聞いてる」
　水を汲むために保温ポットを抱えて立ち上がった副部長が応えた。
「どうせお前ら非モテの概念部のくせに、だろ？」
　過去にも幾度か繰り返された軽音部副部長の文言を、副部長は既に暗記してしまっていた。
「よし分かった、今日お前が乗り込んできたのは他でもない概念部の領地だ。こっちのやり方で白黒つけさせてもらうとするか」
「望むところだ！」
　概念部副部長はにやり、と笑った。
「では『概念戦闘』で」
「…？」

　概念とは、形の無いもの、今だ名付けられないもの、目に見えているけれど見えないものを掬い取り、手に取り、人々が扱えるようにするための手段。思考の道具だ。
　そして概念戦闘とは、概念を使って殴り合う、思考格闘術である。
　日本概念協会及び全国高等学校概念戦闘部連合により規定のルールが設けられているのだが、今回は「シングルバトル」「攻先守後」のパターンを採用し、「問答」形式でターンが進行するものとする。

「文聖学園高等部概念部副部長七尾真生が、軽音楽部副部長春日和典に問う、『君のアニマが求める男性を体現した結果としての理想像とは』？」

　１ターン目。副部長の先攻。
　軽音部副部長は反応しない。

「…は？」
　しばらくして、ようやく軽音部副部長が声を発した。
「今回はお前が概念戦闘に不慣れなので、一回だけヒントをやろう」
　２ターン目。副部長がヒントを提示する。
「アニマとは男性たる君の内面に存在する内なる女性性のことだ。その彼女が理想とする異性の姿を、社会的・肉体的に男性である君がいかに体現するのか、ということなんだが」
　しかし軽音部副部長は明瞭な反応を返さない。

「訳分かんねえことほざいてんじゃねえぞ概念部！」
「訳のわからないこと、では何が分からないのか分からないので、どこがどのように分からないのかを論理的に説明してください」
　３ターン目。軽音部副部長は無言で概念戦闘から離脱した。
　戦闘の放棄とみなし、概念部副部長の不戦勝とする。
　やたらと大きな足音が、部屋の前の廊下を遠ざかっていく。
「おれたちは伊達や酔狂で概念やってんじゃねえんだよ、非モテの軽音部と違ってな」
　副部長は敗者の背中にとどめの一言を投げつけた。
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はじめまして、挿絵、4コマ担当の三九二です。
縁あって、違う畑の者ですが文学フリマに参加させていただいています。よろしくどうぞ
今回の新刊ですが、いい出来です。ほんと
下らない4コマ描きましたが、挿絵はちゃんと仕事しました。
4コマは3コマ目が気に入ってます。
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◆Cult Trash／桜井夕也◆

サイバーパンク、カットアップにヴィジュアル系を配合した
サイバーゴシック／テクノノワール／デジタルデカダンスな近未来散文詩を頒布します。
ウィリアム・ギブスン、ウィリアム・バロウズ、J・G・バラード『残虐行為展覧会』等の
実験的な文体（スタイル）にX、LUNA SEAの耽美を加えたサイバーゴス。
言葉の暴走／オーバードーズを読みたい方は是非。
文学のみならず言語の解体を。

Web: http://www.yuyasakurai.net/
Twitter: http://twitter.com/yuyasakurai

◆頒布作品◆

『HAKENKREUZ HALLUCINATION』　予価2000円
（お買い上げいただくと白鳥健次(Kenji Siratori)氏の未発表日本語作品『ex-binary』を付録いたします）

サイバーゴスな近未来散文詩。
世紀末が暴走する19XX、サイバードラッグで神経シナプスを覚醒しろ。
デジタルデカダンスな狂気が暴走する……。

「俺は"ZEIST GEIST"に着く……サイバー・ゴシックスが氷青の青白いグラスを傾けて、幻覚(らり)っている……「よぉ……」と声をかけると向こうは「今夜は天国だね……お前に堕天使のキスを……」……そいつはオーバードーズ気味なのだろう、微かに震えている……俺は煙草に火を点け、燻らす……一筋の煙がネオンに染まった空に消えてゆく……今夜はギグがあるのだ……結線(ハードワイア)用の刺激的なライブ……俺は入口のバウンサーに手の甲の刺青(タトゥー)を見せる……青白く瞬く"Z/G"の文字……ガードマンは頷き、ドアへ促す……俺は踵で煙草を踏み潰し、狂った夜へと歩き出す……

原罪のOVERDOSEをDeus Ex Machinaする堕天使が青白い陽炎に月食するクロームな夜LUNA SEAがLOVELESSを歌う俺のレゾンデートルをGOD IS DEADにジャメヴする……

神の不在証明をOVERDOSEする氷青が卍するスクランブル交差点で俺は堕天使をジャメヴした」









    D-46/フワフワソ/春夏秋冬春一番（委託）/未来派ゆるふわミステリ
    [image: ]


適当ケータイと田舎娘のゆるふわ探偵ストーリー！
「未来探偵ソラとピヨちゃん」
ノベルゲームと小説で登場です。
http://fuwafuwaso.main.jp

ノベルゲームは、第一話＆第二話収録。
時代の先を行き過ぎて、「第一回このライトノベルがすごい！大賞」で受賞を逃したほどの未来的作品です。
一年がかりでノベルゲームにしました。絵本のような絵と未来的音楽が魅力です。
ハッキングによるアクションシーンなどをがんばっています。
ぜひよろしくお願いします。

また、ライトノベル合同誌「Hybrid!」には、第三話のプロトタイプ作品
「未来探偵ソラとピヨちゃん　-finding the white saucer-」を収録。
（独立した読み切りとして楽しめるように、ゲームとは少し設定を変えています）

ゲームも小説も、春夏秋冬春一番様で委託頒布いたします。
（スペースは決まり次第ここに書く予定です）
お待ちしております！

http://twitter.com/fuwafuwa8
フォローしていただけると喜びます。



--------
試し読み
--------


未来探偵ソラとピヨちゃん　-finding the white saucer-  
　　　　　（作：フワフワソ　イラスト：密樹きゅっきゅ様）


　　　　　　０

　家電製品がネットを結び――。
　社会インフラがネット化し――。
　ケータイの中に、
　心を持つコンシェルキャラが住む時代――。

　　　　　　１

　新宿のビルは天を突いて建ち並び、青空はその隙間でとても小さい。こぼれる陽光の中、立体映像の広告が宙を埋め尽くして浮かんでる。そんなにぎやかなビルの谷間で、ウグイスザワ・ソラ、十五才。人波におぼれるように歩いて行く。
　髪はショートで、体格は小柄、着ているのは、先月に卒業したばかりの中学の制服だ。
　これはソラの持つ唯一のフォーマルウェア。人に会うときに使う、きちんとした服装。
　自分のことも、将来のこともよくわからない十五才。進路のことなんて、何をすればいいのか、どこに行けばいいのかさっぱりわからない。誰も教えてはくれないし、自分で考えたって答えは出ない。だからとりあえず卒業したあと、身体を動かし、足を動かしてみた。
　その結果、どういうわけだか――。
　いまは、新宿の片隅で、探偵事務所なんかを始めていた。

「ただいまー、ピヨちゃん」
　言いながらドアを開け、マンションの玄関に入る。そこは低層建築マンションの五階。２ＬＤＫのリビングに、ブルーのソファーと応接テーブルが置いてある。
「おかえり―ソラ、お疲れ様」
　返事が上がる。応接テーブルの上には充電器があって、そこで白銀色のケータイが充電中。ケータイの上には黄色いヒヨコのキャラが立体映像で浮かんでいる。瞳を愉快そうに細め、ニコニコ顔。彼こそがピヨちゃん。ソラのケータイ電話のＡＩにして、愉快な友達、そして探偵業務の相棒なのだった。
「うーん、ホントに疲れたよー。せっかくフライヤーいっぱいプリントしたのに、誰ももらってくれないんだもん」
　手に持ったショッピングバッグを、どさっとテーブルに置く。バッグの中から、フライヤーを一枚取り出す。ピヨちゃんと二人で作った苦心の作。
「簡単なお仕事専門！　ビンカートン探偵事務所　ご依頼お待ちしています！」
　そんな見出しがカラフルな紙面に踊ってる。ソラは探偵業の仕事を探すため、町で広告のフライヤー配りをしてきたところだったのだ。しかし、期待に反して、フライヤーはさっぱり減らなかった。道行く人にすばやく差し出しても、みんな無視。誰ももらってくれないどころか、目も向けてもらえない。ソラは自分が街路樹にでもなったみたいな寒風気分を味わったのだった。
「えーまじで？　誰ももらってくれないの？」
「二、三枚くらいは減ったかな。でもほとんどだめだよ。三百枚もプリントして二時間がんばって、これしか減らないのはちょっと考えちゃうよ」
「単なる紙切れだからだめなのかな。おまけでもつける必要があるのかもな」
「おまけって？」
「ティッシュとか、ガムとか……」
「えーそんなお金ないよ。ティッシュとかいくらくらいするんだろ？」
「分かんないけど。広告には少しお金をかけた方がいいよ。そのほうが、きっと仕事が増えるよ」
「どうかなー。わたし、事務所の名前が悪いような気がするんだけど。ビンカートン探偵事務所って何？　意味分かんないよ。ウグイスザワ探偵事務所か、ソラピヨ探偵事務所の方がかわいいと思うんだけど」
「いや、探偵事務所にはかわいさじゃなくて渋さが必要なんだ。ビンカートンにしとけば間違いないよ。この渋い名前には、商売繁盛のおまじないがかけてあるんだ」
「ほんとかな、意味分かんないなー。ていうかさー」
　ソファーに腰を下ろし、そのまま寝転がった。くばりそこねたフライヤーを所在なく顔の前にかざす。がんばって考えた文面。がんばってプリントした三百枚。全部、無駄。「やっぱり探偵とか、無理があったんじゃないの？」
「そうかな？　バイトの口が決まらないんだったら、自分で仕事を始めるしかないじゃないか」
「そうだけどさ、そうだけど……」
　唇を尖らす。進路については結構悩んだのだ。
　ソラには両親がいなかったから、進路をどうするかは自分で考えなくちゃいけなかった。高校や専門学校に行くにはお金がかかるし、なるべく早くに自立して働いてみたいという気持ちもあった。将来何をやりたいかがはっきりしているなら、そういう分野の学校とか職を探す手もあった。でも、ソラは将来の自分をしっかり描けるほど、頭の中が整理整頓されていなかったのだ。
　なのでとりあえず、中学を卒業したらバイト生活をしてみようか、と考えた。色々なアルバイトを経験していけば、やりたいこともそのうち見つかるよね、とおおざっぱな結論で進んでみた。
　ところが、誤算があった。
　卒業後にバイト情報誌を手にして初めて気がついた。バイトの募集というのは、たいていが十八才以上からなのだ。低めでも、せいぜいが十六才。誕生日前でまだ十五才のソラは、門前にも届かないうちからアウトなのだった。
　困った。
　十五でも行けそうなところを必死になって探した。
　どこもなかった。
『まだ十五ですけど、そこをなんとか』
　無謀なチャレンジを挑んだ。
　断られまくった。
　悪あがきを繰り返した。
　バイト情報誌はこんなに分厚く、情報は山のように載っているのに、自分のための出口はどこにもないように思えた。気力は次第に削られていき、落胆のあまりソファーに突っ伏して、暗くなるまで昼寝をするようになった。
　だがそこへ――。
『雇ってもらえないんなら、自分で仕事はじめればいいじゃん』
　そんなピヨちゃんの思いつきが転がり出た。
　すごい！　ピヨちゃん天才！　さすがわたしのケータイだね！
　ソラは掴む藁と光明を見いだした気持ちになり、ピヨちゃんの思いつきの船に飛び乗ることになったのだった。
「でも――。よく考えたら、探偵はないような気がしてきたな」
　ソラは全く減らなかったフライヤーを、目の前でひらひらさせながら言う。
「いや、探偵がベストだよ。ぼく探偵小説好きだから、専門知識一杯あるし。それになんかかっこいいじゃん」
「でも、フライヤー全然減らなかったしなあ……」
　そこでソラは思いついて身を起こす。「あのさ、やっぱり雑貨屋やらない？　わたしが雑貨とかアクセとか作ってさ、ピヨちゃんがサイト作って、ネットで売るの。そっちの方がよくない？」
「いやだよ雑貨屋なんて」
「いいじゃない、ステキだよ？」
「そんなオトメの夢みたいな仕事はやだよ」
「なに言ってんの。探偵なんて小学生男子の夢じゃん」
「なんだと、探偵は男の仕事なんだぜ？　ハードボイルドな男は探偵をやるもんなんだぜ？」
「きみケータイじゃん」
「ケータイだけど、男なんだ。男はタフじゃなくちゃ生きていけないんだ！　優しくなくちゃ生きる資格がないんだよ！」
「あーもう、はいはい」
　ソラは頭をかいた。このピヨちゃんにおしゃべりをさせたらかなわない。ぺらぺらといつまでもしゃべり続け、ソラはいつの間にか会話の主導権を握られてしまう。それを避けるには適当なところで降参するしかない。
「まあ、ソラにもいろいろ言いたいことがあるとは思うけど、ぼくは探偵やるし、探偵で間違ってないと確信してるんだ、揺るぎなく」
「はいはい」
「ともかくフライヤーは減らなかったかもしれないけど、仕事の依頼は来たんだから、この路線で間違ってないんだよ」
「はいはい……って、え？　今なんて言ったの？」
「仕事の依頼は来た、って言ったんだよ。ソラがフライヤー配ってる間に、ぼくのところに電話が来たんだ。二、三枚しか減らなかったって言ったけど、その二、三枚の効果が出てるんだよ」
「まじで!!」
「もうアポの時間決めておいたから。十一時に待ち合わせだよ」
「うわー！　それ早く言ってよ！」
　ソラは飛び起きて壁の鏡に向かい、せっせと身だしなみのチェックを始めるのだった。



＊続きは文フリでお待ちしています！







    E-04/小高まあな/人生は緑色（ジミ）/ラノベ
    ・サークル名　人生は緑色（ジミ）
・スペース　E-04
・作者名　小高まあな
・ジャンル　ラノベ

ラノベっぽいものを恋愛とかオカルトとか法律とかであえている人間です。
本文サンプルはこちらにありますので、よかったらご確認ください→http://p.booklog.jp/book/36274

今回の新刊としては、
□呪詛裁判所へようこそ！　（A5/コピー）
ジュソサイバンショって変換すると「呪詛裁判所」になるよね？（正しくは、受訴裁判所）
ということから発展した傍聴×ゴーストバスターもの。

□かふぇ・えくすぷれす（A6/コピー）
JR駅改札でて右側にある関東チェーンのカフェで働く人々の短編集。
ちょっとお遊びのあるものとなっています。
（新刊としては予定なのでもしかしたら間に合わない、かも……？）


関西コミティア３９での新刊
□調律師　（A5(２段組み）/252P/オンデマンド/1000円）
例えばピアノのように環境を調律する、調律師。
こっくりさんに憑かれた高校生・龍一は、調律師の女性・沙耶に助けてもらう。
その際、沙耶に一目惚れするが、彼女には生まれつき「龍」が憑いていて、それを抑えるためには彼女の「記憶」が必要となる。
現代オカルト恋愛ファンタジー。
サイト掲載分＋後日談。

既刊
■恋愛色　（残部極少）
A6/47頁/コピー /100円
色と恋愛の掌編集。
話のテーマカラーの紙をそれぞれ使用

■この点に関する原審の判断は結論において正当である
B6/27頁/コピー /100円
リーガルラブ（と呼びたい）法律小ネタでの恋愛掌編。連作短編風。
（こちら、表紙の印刷が多少不鮮明のB級品を90円で用意しています）


その他、短編二本が入った無料配布本もありますので、お気軽にお立寄ください！
その他、最新情報などはサイト：http://freedom.lolipop.jp/
またはツイッター@kmaana　をご覧下さい。







    E-23/lapis/木内真美子/小説・脚本・詩など創作系全般
    [image: ]

【サークル紹介】
小説・脚本・詩など、文字作品なら何でもOKの合同文芸誌を発行しています。
前回まではテーマを設け、各自1万字（原稿用紙25枚）で執筆していましたが、
今回からはテーマフリーで、各自4万字（原稿用紙100枚）で執筆しています。
ジャンルも作風もバラバラなため、イマイチ統一感が足りませんが、
「己の好みを作品に込める」という意志だけは一致しております。おそらく（笑）
1年ぶりの新刊「vol. 5」はA5判160ページで制作しました。
小説・脚本・詩を、合計6編掲載しています。

【作品紹介】
------------------------------------------------
・小説「神主サマと、奇妙な神サマ」 木内　真美子（きうち　まみこ）
　→青年神主・秦野正樹は、副業として神様の悩み解決を始める。
　　けれど、アクの強い神様たちに振り回されっぱなしで…!?
------------------------------------------------
・小説「琴子」 鈴木　夏唯（すずき　かい）
　→自称・小説家志望のしがないフリーター「ぼく」。
　　想像力豊かな妄想は、やがて現実と融合していく…。
------------------------------------------------
・詩「無数の彩色」 八百板　華菜（やおいた　はなな）
　→空・花・人などを描いた詩 6編をまとめたもの。
　　デッサンのような、淡々とした、情景の浮かびやすい詩。
------------------------------------------------
・脚本「PEACEMAKER」森　悠哉（もり　ゆうや）
　→小児科医・星晶の周囲で暗躍する、もう一人の自分。
　　謎を追ってたどり着いたコンゴで、彼が目にしたものとは!?
------------------------------------------------
・小説「たろ、いろいろあって、きえと会う」 たけおか
　→老人とサルから不思議な武道を伝授された山上たろう。
　　戦いに明け暮れた果てに出会ったのは、一人の不思議な女の子。
------------------------------------------------
・小説「cigarette chocolate」延藤　詩喜（えんどう　しき）
　→雨の日の調理室。その日だけのたった一つの楽しみ。
　　コーヒーと本で心を通わせる、「ぼく」と「彼女」の物語。
------------------------------------------------

【販売価格】
・新刊「vol. 5」：300円
・既刊セット 2009年ver.（vol. 1,2） ：100円
・既刊セット 2010年ver.（vol. 3,4）：200円

【おまけ情報】
小説「cigarette chocolate」を掲載した延藤詩喜の作品は、
以下の2ブースでもご覧いただけます。
興味がありましたら、こちらにもお立ち寄りください。
------------------------------------------------
・F-10：コーヒー＆シガレット・チョコレート
　→個人サークルとして参加。短編集『幾つかの小綺麗なレストラン』販売
・B-27：新波小説団
　→他サークルへの寄稿。『団誌5号』に小説「クラブ・ガール」収録
------------------------------------------------
なお、こちらの情報に関するお問い合わせは延藤本人（@shiki2501）に直接お願いします。


【おまけ情報2】
上記で紹介した延藤詩喜の短編集を、当サークルのブースでも販売します！
詳細は以下のとおりです。
-----------------------------------------
タイトル：『幾つかの小綺麗なレストラン』
価格：300円
サイズ・ページ数：A6文庫サイズ,234ページ
内容：ボーイミーツ小説9編を収録
その他：画像・収録作品の詳細は以下URLをご覧ください。
　　　　　http://blog.goo.ne.jp/palutida/e/e762b19f773879fa0f79f16966405b8d
-----------------------------------------
延藤の作品に興味を持たれた方は、当サークル誌と合わせてご購入頂ければ幸いです。

【連絡先】
・メールアドレス：lapis-1101@mail.goo.ne.jp
・サイトURL：http://circlelapis.web.fc2.com/
・Twitterアカウント：@papico4519（代表アカウント）
・Twitterハッシュタグ：#lapis_bungei
　（ハッシュタグをつけるだけで感想がつぶやけます。
　　Twitterアカウントをお持ちでない方は、上記メールアドレスにて受け付けます）









    E-25/ソウブンドウ会員一同/ソウブンドウ/青春・ホラー・怪談・ＳＦ・伝奇
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現役バリバリのプロ作家から、創作初心者まで、多彩なメンバーからなる文芸サークル『ソウブンドウ』です。
文学フリマには３回目の参加、サークル配置は【E-25】です。
既刊・新刊とも、立ち読みだけでも大歓迎ですので、是非ともお手に取ってみてください。


◆新刊◆

『夜の図書館』A5・80ページ・400円

【内容紹介】
「夜」をテーマにしたジャンルごった煮競作アンソロジーです。
伝奇、ホラーに、SFから青春、ファンタジーまで、ジャンルごった煮の奇奇怪怪な短編集となっておりますので、きっとあなたのお気に入りが見つかるはず！
秋の夜長のおともに是非！

【収録作】
『トリップ・クラップ・ガール』　神尾アルミ（一迅社文庫アイリスより著書多数）
　自分至上主義の女子高生が、心の中で毒を吐き散らしながら夜の街を徘徊する。
　世界の主人公が自分だと思っていたあの頃の話。現代暗黒青春もの。
『夜方の夢』　若本衣織（第2回『幽』怪談実話コンテスト特別賞受賞）
　夜の「館」に纏わる怖いお話を四本。馴染みの施設の「闇」は、想像以上に深い。
『遊園地のよるに』　木々津伊織
　夜の遊園地を舞台にした、AIと人間の短いお話。
『女郎花織る蛛将』　空木春宵（第２回創元ＳＦ短編賞佳作受賞）
　平安時代を舞台とした伝奇小説。
　自邸にて蜘蛛を飼い、特異な創作に勤しむ男と、廃屋を巡ることが趣味という、蜈蚣の妖物に憑かれた女。
　不器用な男女と、縁の糸を絶つ刀の物語。
『サクラの木』　平山翔
　桜の木に住み憑く幽霊との出会いを描いた、ちょっぴりファンタジーな物語。

装画：福士前実

下記URLにて、試し読み用PDFファイルを公開しています。
各収録作の冒頭数ページをお読みいただけますので、続きが気になる作品がありましたら、
是非ともブースまでお越し下さい。
http://soubundodata.web.fc2.com/sample.pdf


◆既刊◆

『ナル -naru-』B4・112ページ・200円

【内容紹介】
「○○になる！」をテーマにしたジャンルごった煮競作アンソロジーです。

【収録作】
『珠になる』　織田芽衣
『血塗られし花になる』　藤村茂喜
『一人になる』　平山翔
『鎖になる』　岩本花織
『径になる』　浦上雅一
『何になる？』　原木馨
『花になる』　久江潤乱

装画：織田芽衣


◆セット販売に関して◆
新刊『夜の図書館』と既刊『ナル -naru-』をあわせてお求めいただいた場合、
２冊セットで500円にて販売させていただきます。
大変お得ですので、是非！


◆コンタクト◆
Web ：http://soubundo.web.fc2.com/index.html
Twitter ： @soubundou
Mail ：soubundo@gmail.com

Twitterでは新刊・既刊に関する情報を随時公開しています。


それでは、文学フリマ当日、【E-25】にて皆様のお越しをお待ちしております！










    E-44/柳川麻衣/痛覚/少女趣味・恋愛不全・終わりのない思春期
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こんにちは。＜痛覚＞の麻子ことヤナガワマイと申します。

かれこれ4年ほど『ロータス』というお話を書き続けています。
幼稚舎から大学まで一貫の名門・私立華胥女子学院を縁に、"蓮実"と出会い、関わ
り、行き過ぎていった少女たちの連作です。
今回の文学フリマでは既刊の五篇を販売、新作の掌篇を無料配布いたします。
来春、最終話を含む総集編を発行して完結させる予定です。

※タイトルは時系列順に並べてありますが、お好きな順番でお読み頂いて大丈夫で
す。
発行順も最終話以外はランダムです。


■新作■
『Life is Spiral　ライフ・イズ・スパイラル』
　コピー/A5/頁数未定/キュリアスIR（グリーン）

　浮いた服装で、手の届かないミュージシャンに憧れて、自分だけがいつまでも取り
残される……
　焦りと諦めを抱えている美桜が、結婚を控えた幼なじみの知映理に聞かされた意外
な言葉。
　2012年、あの震災から一年が過ぎた春の東京。

　★冊子には来春発行予定の総集編の割引券が付きます！（笑）


■既刊■
『Lotus　ロータス』
　コピー/A5/36頁/100円/キュリアスIR（グレイ）

　ずっとこのまま、完璧に幸せなままで、いられたらいいのに――
　五月の晴れた日曜日、桃重は大学生になってから疎遠になっていた蓮実とピクニッ
クに出かける。
　かつての親密さを取り戻して二人で過ごした幸福な一日の終わりに、それでも不安
になるのはなぜだろう？
　1982年、蓮実と桃重は20歳まぢかの19歳。

『L is for Lipstick　リップスティックのＬ』
　コピー/A5/56頁/200円/キュリアスIR（ブルー）

「僕たちだけは変わらないでいよう」
　少年どうしの純粋な友情に憧れる桐は、大人びた同級生・李里と親交を深め、OBの
蓮実に惹かれて入った演劇部で理想の少年を演じることに熱中する。
　永遠の友情を誓いあった桐と李里だが……
　1987年、蓮実は25歳。

『Sister　シスター』
　コピー/A5/40頁/100円/キュリアスIR（アイボリー）

　叶わない片想いの果てに失恋を繰り返し「修道院に入る」が口癖の菫子と、彼女を
慕う後輩の紫苑。
　ついに本気で神の花嫁への道を模索しはじめた菫子につきあって教会に通ううち
に、菫子と一緒なら修道生活も悪くないと紫苑は思い始める。
　そして教会で偶然はちあわせた紫苑の家庭教師・蓮実が見せた意外な一面。
　1993年、蓮実は31歳。

『Lily リリイ』
　コピー/A5/40頁/100円/キュリアスIR（パール）

　ランジェリーを買うことに抵抗のある女子大生・ゆりのは、雑貨屋のような下着屋
ブーケドゥリスで美人店員・桃重と知り合い、彼女の友人・蓮実の家での「おとめ下
着パーティー」に招かれる。
　古い一軒家にひとりで住み、三十を過ぎて少年のような体つきの蓮実に、ゆりのは
惹かれていく。
　1998年、蓮実は36歳。

『TV/CD　トランスヴェスタイト/クロスドレッサー』
　コピー/A5/56頁/200円/表紙　キュリアスIR（ホワイト）

「男装の麗人」はいつか必ず生身の女に戻るしかないのか？
　美しい王子の姿のままで、幸せになることはできないのか？
　ライヴ会場で出会った蓮＝蓮実に憧れてゴスの男装で通す茉莉花は、ロリータ男子
の柊と結婚することでその答えを出そうとするが……
　2004年、蓮実は42歳。


詳細・その他テキスト・コンタクトなどなどはこちらから。
何かありましたらお気軽にお声がけください
[web]http://words-in-pain.hacca.jp/pain/
[mail] words-in-pain＋zf.hacca.jp（＋をアットマークに変えてください）
[twitter]http://twitter.com/asa_co









    E-49/ジン太/SUMMER CAMP/青春少年小説・ジュブナイルSF・東京西多摩バンド少年小説
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＞・サークル名（ゲスト／委託参加の場合は販売サークル名も）
SUMMER CAMP（ブースE-49）

＞・作者名
ジン太

＞・ジャンル（短歌、小説、ラノベ、詩、評論etc。自称ジャンルで構いません）
青春少年小説・ジュブナイルSF・東京西多摩バンド少年小説

＞・本文（宣伝でも抜粋でもＵＲＬでもツイッターアカウントでも、お好きな感じで）
青春少年小説サークルのSUMMER CAMPです。
少年と夏をテーマにした短編集売ってます。

少年同士の、友情、憧れ、恋愛、キラキラしたもの。嫉妬、疎外感。
そんなものを詰め込んだ短編集です。
部活から少年バンド、AI育成のSFまで、全部少年小説です！

■公式ブログ
SUMMER CAMPhttp://d.hatena.ne.jp/SUMMERCAMP/

■メンバーの電子書籍（パブーにて無料公開中）
晋太郎の本http://p.booklog.jp/users/shintarawl
ジン太の本http://p.booklog.jp/users/fujimarujinta






    E-59/唐棣色（はねずいろ）/Juvenile Porno/小説（BL官能小説）
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ボーイズラブ小説で参加二回目です。
前回は、「文学」フリマに参加するんだ、というプレッシャーに負けて
むりやり一般小説らしきものを書いて持っていったのですが、
どこかの大学の学生さんに「BLっぽいですね」と言われて撃沈。
今回は素直にBL小説を書いて持っていくことにしました。
新刊は、男の人が好き。おじさまが好き。かわいい男の子（青年）も好き。
という熱意だけで書いた恥ずかしいしろものです。
正直、参加するのが恥ずかしいです。
なぜ申し込んでしまったのだろう、と一日一回はおもっています。
でも遊びにきてください。（矛盾）

・新刊『きらわれ清次』A5／52ページ／300円／オンデマンド印刷
　執着心の強い男（五十代）がさらってきた猫（青年・二十代後半）にいやされる官能小説（BL）です。

・ホームページはこちらhttp://chihaya.digick.jp/juvenileporno/







    Ｆ-08ほか/泉由良/絶対移動中ほか/偏執的少女・私的性癖・詩学
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お名前：泉由良（いずみ・ゆら）
web：【浮遊区域】http://www.necotoco.com/yura/
所属：【白昼社】http://www.necotoco.com/hakuchusha/
住所：大阪のすみっこ
秋の文フリは、寄稿のみの参加です。

今晩は。泉由良という者です。文筆っぽい日々を過ごしていますが、実体は単なる偏食家です。
秋の文フリには参上しない予定です。なので会場にはおりませんし「白昼社」のブースもありません。
が、幾つか寄稿などさせて頂いておりますので、どうぞチェックなさって下さい。

===

その１『絶対移動中』Ｅホール　Ｆ-08

『絶対移動中 vol.10 妄想×少女』
　寄稿「Lost girls calling」

　校舎の屋上で氷を齧る少女。だって透明だし。ノンカロリィだし。
　音楽室でピアノを弾き続けたまま青空と太陽の陽に灼かれて透明になってゆく少女。
　理科室でガスバーナに興味津々なふたりの少女。
　……ねえ、燃えたらあたし、空気のなかにいくのかな？　ねえ、あたし透明になれるかな？

　美術部の先輩は呟く。

「先生、透明なのは、そんなに大事なことですか？」

　それらは全部私の妄想。
　私のいとしい面影たちの作る、色セロファンの影絵模様の光の世界、私は本当に彼女たちが好きだった。

　L is for the lost.

　＊＊＊

その２『奇刊クリルタイ』Ｆホール　オ-02

「せいへきかるた」の字札

性癖についてのカルタ!?　でしょうか。読み札の書き手さんに加えて頂きました。
が、どの字札がどの書き手なのかは伏せられているそうです。
さあ、どれだ？　どれが誰のの性癖なのだ？
まだ全貌を知らないのでわたしも楽しみにしています。絵札も楽しみですしね。


　＊＊＊



さて、これがお試し読み、かな？

数はまだ少ないですが、こちらなど。

http://p.booklog.jp/users/yuraly

パブーはまた増やしてゆきますので、どうぞご贔屓に。
Amazon.co.jpの白昼社の本はこちら。

http://astore.amazon.co.jp/hakuchusha-22

会場では、また次回以降にお逢い致しましょう。
よろしく、ありがとう、ではでは、ちゃお。

　泉由良より











    F-12/桃野衿/ポンヨリ伝説/小説／成人向け
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文学フリマ初参加です！
普段は同人ゲームを作ったりしてます。
主に成人向けの作品を発表しています。最近のマイブームは寝取られです。

＜頒布物＞
ネトラレンサ前編：新書版／P108/700円
挿絵：みこくのほまれ様（http://pinksuger.mikomomo.com/）/解説・白石明日香様
購入特典としてビニールバッグ・栞・ICカード用シールが付属します。

両親を事故で失い、叔母に引き取られる事になった
拓海と杏奈。
互いに淡い想いを描いていたが、ほんの些細なすれ違いで、
二人の心は離れていく。
そんな二人の様子を陰から伺う引きこもりの叔父・洋。
洋は杏奈に近づき、不器用な自分の想いをぶつける。
初めは戸惑っていた杏奈だが……？
衝撃の妹寝取られストーリー前編！

ネトラレンサ後編：新書版/P116/700円
挿絵：みこくのほまれ様（http://pinksuger.mikomomo.com/）
2011年夏コミ新刊です。
購入特典としてお風呂ポスターが付属します。

叔父の洋とともに一夜を過ごした杏奈。
嫌悪感しかなかった筈なのに、洋との性交で
得た快感が忘れられずに……!?
驚愕の妹寝取られストーリー後編、堂々完結！

きんらんどんす先行設定資料集
B5/P28/400円
体験版CD付属

現在鋭意制作中の遊郭探偵迷走劇「きんらんどんす」
の先行設定資料集です。
キャラクター紹介・舞台背景などなど。
ゲーム本編についての詳細はこちらからどうぞー。
http://kinrandonsu.mikomomo.com/

＜委託＞
白夢のダイアグラム
A5/P68/400円

「コードレスバンジージャンプ」様からの委託小説本です。
コミティア98新刊。
詳細についてはこちらからどうぞー。
http://zeronium.daa.jp/code/


Webサイト：http://ponyori.mikomomo.com/
Twitter：http://twitter.com/#!/mo_moeri







    ア-１７/ＯＮＥ/クサカベ/地味な超短編
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クサカベのお一人様サークル「ＯＮＥ」と申します。

日常のほんの一瞬だったり、そうでなかったり、な光景を超短編にて綴っております。
現代物が中心ですが、たまに異世界物を書いたり。
でも異世界っぽく見えなかったり。
そんな塩梅です。

今回の文学フリマでは、

＊【新刊】「同じ空の下」Ａ５版、無料配布。

写真からひらめいた超短編を４編収録。
写真、といっても自分が撮った写真です。
空が入っている写真が多いと人から言われたのがきっかけ、の今回の本です。
話のどこかしらに空が入っているような。

＊【既刊】
「百景」（上）Ａ５版、１００円。
「五十話倉庫」Ａ５版、１００円。
「百話倉庫」Ａ５版、１００円。

いずれも百のお題を元に書いた超短編集（１冊につき５０話収録）。
現代物が多目。
「百景」は少し奇妙、が裏お題。

＊お試し読み・・・過去（何年前だろうか・・・）に無料配布しました超短編集の中の一編。テイストは全くと言っていいほど変わってません・・・。

「彼女」
　
　とある出会い系の携帯サイトで知り合った彼女。何度かメールでやりとりした後に僕から、付き合ってほしい、ともちかけた。
　予想外の彼女からのＯＫサイン。
　その後もメールのやりとりはしていたが、何故か直接会うのは避けられていた。
　しかし僕にも意地がある。なんとかデートの約束を取り付けた。その約束の中で彼女からある住所を伝えられて、そこで会うことになった。
大きな桜の木が目印、だという。

　デート当日。迷いながら指定された場所に向かう。
やっと大きな桜の木を見つけた。穏やかな日差しの中、花弁がゆるゆると舞っている。
その下にあったのは墓だった。墓には携帯電話が供えられていた。

＊ブログ　携帯で撮った写真を主に載せているブログです。たまに近況やら、イベント参加予定も。いずれ短編も掲載できたら、という野望。
http://movaphoto.jugem.jp/

＊twitter、やっております。→　@tohohodo

ひっそり参加しておりますので、よろしければー。
クサカベでした。








    イ-35/湯浅 祥司/そよ風文芸食堂/旅行記＆ほのぼの短編小説
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　この度は『文学フリマお試し企画電子版』をお読みいただきありがとうございます。私は『そよ風文芸食堂』代表の湯浅祥司と申します。




　私たち『そよ風文芸食堂』は、旅行記や青春小説（ほのぼの短編小説）を中心に発表しております。皆様に私たちの本をお読みいただき、少しでもお楽しみいただければ幸いでございます。



　なお、当店は『立ち読み大歓迎！　冷やかし大歓迎！　雑談大歓迎！』ですので、ぜひお気軽にブースへお立ち寄りくださいっ！

★★★【新刊情報】★★★

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカな徒歩と都バスで東奔西走!!　東京23区役所旅行記』
　暑さと湿気に包まれた夏。東京特別区の23区役所全て＋都庁へ、徒歩と都バスだけで行きました。期間は3日間です。

　近くに都営バス路線がない区役所がいくつかあるため、成し遂げるには『長距離の徒歩移動』という苦難を伴います。特に大田区役所は最寄りの都営バス停が大井競馬場前で、往復10km以上の徒歩移動が必要です。ほかにも目黒区役所や板橋区役所、中野区役所、世田谷区役所、さらにバスの本数が少ない練馬区役所など、23区役所中6区役所（全体の１／４）で長距離の徒歩移動が必須となります。

　はたして、制限時間内に全ての区役所へ行けたのか？　汗と涙と感動の旅行記です。
　各区役所のデータ比較や使用したバス時刻など、保存版資料集としてもおススメです。

　雑学をやさしく解説したコーナー、旅行記内掌編小説なども収録。旅やバスファンだけでなく、読書ファンも楽しめる構成になっています。もちろん、各地の写真も多数収録しています。

★★★【既刊情報】★★★

●『ちょっぴりおバカでかな～りほのぼの　温故知新!!　秩父SL旅行記』
　新シリーズ・心温まる“ほのぼの系旅行記”の第１弾です！
　SL〔パレオエクスプレス〕を利用し、秩父鉄道沿線を旅しました。各地の観光情報はもちろん、たくさんの素敵な出会いの逸話や美しい花々（芝桜やツツジ、桜、菜の花ほか）の写真を多数掲載しています。
　温故知新をテーマに、心温まる出会いに溢れた旅行記です。埼玉県羽生市のイメージキャラクター『ムジナもん』もゲスト出演（掲載）しています。

●『2011年初夏版　文学フリマ参加者のための『お得な乗車券』ガイド（完全版／廉価版）』
　東京近郊にある各種交通機関の中で、第十三回以降の『文学フリマ』会場(東京流通センター)へ行く際に便利な乗車券類を紹介しています。関東をカバーした完全版と、地域を絞った廉価版があります。
　各種データと共に、周辺地図や現地写真を示した『ロケハン記録』も収録しています。

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカな　お気楽散策!?　三陸旅行記』
　東北地域のJR乗りつぶしの旅行記で、震災前（2010年8月）の三陸地域を旅しました。
　山田線の秘境駅（大志田・浅岸）探訪記や快速〔こがねふかひれ号〕の乗車記など、鉄道関連の内容はもちろん、遠野で本物の河童に遭遇したというミステリアスな話も収録しています。

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカな　ぐるり環七＆多摩　路線バス旅行記』
　路線バスを乗り継いで環七通りをぐるりと1周した旅行記と、都営バス最長路線を乗りつぶした旅行記の豪華2本立ての内容です。バス情報の充実はもちろん、エロと哲学が奇跡のコラボをし、政治と経済も学べてしまうという旅行記です。読書ファンは必見です！

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカな　臨時快速三本勝負！　ＷＥＰ（ウィークエンドパス）旅行記』
　臨時快速列車〔リゾートみのり〕〔きらきらうえつ〕〔マリンブルーくじらなみ号〕を利用し、山形や新潟の観光情報を充実させた旅行記です。アノ有名人と遭遇した顛末も紹介しています。

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカなJR北海道乗りつぶし旅行記』
　鈍行列車を乗り継いで、東京～北海道内を旅した記録です。青森と札幌での急行〔はまなす〕自由席争奪戦や色々な人との出会い、ちょっとした鉄道旅行のワザなど、見所満載です！

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカな　0泊6日!?　夜行快速旅行記』
　夜行快速列車〔ムーンライトえちご・ながら・信州〕の3種類を中心に、鈍行列車(一部優等列車)で南東北～中部地方を乗りつぶした旅行記です。ムーンライトのほか、大糸線キハ52形、急行〔能登〕などの写真もあります。

●『ちょっぴりエッチでかな～りおバカな番外編　東京23区都営バス東西南北縦横旅行記』
　東京23区の都営バスにおける最東端（篠崎駅前）から最西端（大泉学園駅前）、最北端（見沼代親水公園駅前）から最南端（大田市場）へバスを乗り継いでいった旅行記です。

●『しあわせランチボックス・第一食』／『しあわせランチボックス・第二食』
　『しあわせ』をテーマにした短編・掌編小説集です。『ほのぼの・ほんわかストーリー』を詰め込んでいます。

★★★【そのほか】★★★

●新刊情報などを掲載した情報新聞を先着で無料配布します。
●先着で購入者特典（美しい景色や動植物、鉄道車両などのポストカード）をご用意しています。
●複数冊お買い上げいただいた方には、ポストカードのほかに『ノスタルジックな豆本』も差し上げます。
●事前にメールsoyokazebungei@yahoo.co.jpでご連絡をいただければ、取り置きをいたします。
●詳しい出展情報・出版物情報は、公式ブログhttp://soyo-bun.cocolog-nifty.com/blog/をご覧ください。

●11月3日は東京流通センター第二展示場・Fホール（2階）の『イ-35』ブースにて、皆様のお越しをお待ちしております。








    イ-42/青人/蛾々派/小説・詩・哲学
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□ごあいさつ
　はじめましての方もそうでない方も、こんにちは、蛾々派です。今回で三度目の文フリ参加になります。貫禄は、まだない。蛾々派は複数のメンバーで構成された一次創作サークルになります。主な活動は短編小説。サークル代表こと、青人（あおじん）だけは詩の活動もしています。参加している人間によって内容は異なりますが、三回目の今回は「倫理」が主要材料になっています。倫理に興味のある方は是非お立ち寄りください。

新刊・既刊案内及びサークルの詳細はこちら：
https://sites.google.com/site/mothschool/

■おためしショートショート
『浸水の日』
　快活な親父さんから、安いよ！ と言われて購入した新鮮なレタス。それを手荒く切って、適当に買ったモッツァレラチーズをまぶす。インターネットでおすすめだと言われたワインを手元に置いて、美味しいと自負する自前のオムレツにナイフを差し込んだ。とろとろの生っぽい黄身が白い皿に流れて運河を築いていく。これが美味しいのです。満足気な私は舌で唇を舐めた。淡いライトアップが部屋の雰囲気を格段によくしている。ただ、薄暗く存在する白枠の窓だけが気に入らなかった。
　玄関扉は鍵さえすれば警備員みたいに私を守るけれど、窓はただ一枚の脆いガラスがあるだけで、それがひどく私を不安にさせるのだった。夕焼けの強い光のあとにやってくる、先の見えない夜を眺めると、私はしんから自分が冷えていく気がしてどうしようもなくなるのだ。いつからそうした心境になったのかは定かではない。息子が家を持ち一人暮らしになった当初は自由を謳歌する気持ちで窓のことなど気にしていなかった。突然だった。ある日から窓が嫌になってしまったのだ。だから、私は雨戸をつけた。白い雨戸は鉄製の頑丈な造りだ。女の私じゃあ、閉じてしまえばもう動かせない。何か道具がないかぎり穴なんて到底開けられやしない。満足です。私は満面の笑みになった。夜になって、私は雨戸の前で軽くステップをふむ。かつてベッドの上から、窓に薄く映る自分と、その先の暗さに目が離せなかった私。私を写す窓と黒い帳が音もなく渦を成して溶けていくと、まるで私自身があちらに行ってしまう気がしてならなかった。それがもう無くなりました！ その快感を思い出すや、腹の裏側からくすぐるような笑いがこみあげてくるものだから、私はその場でくすくすと笑ってしまう。重たくのしかかる黒を退けたその日、そこから暫く経った今、私は再び三時までインターネットをしたのちにゆっくりと床につく。土曜なのです。
　起床したところで私はいつものようにお湯を沸かす。コーヒーのために。本日の朝食はトースト一枚でいかがでしょうか、よろしい。私は食べている。雨戸を開ければ、空はブルー。羊雲が遠く、高層ビルの先を流れている。マンション六階に住む私は下を見下ろす。いつものように黒い頭がいくつか見える。ゆっくりと歩いているのは週末の証だった。今日は天気が良いし散歩でもしたいですね。木陰のあるベンチでゆっくりと夢をみてみたいものです。思えば、こうして東京に生まれてすでに五十年以上が経っています。私もずいぶんな歳になったものです。思い返せば、大学卒業まで順当に生活をして、中小企業に就職し、事務作業で忙しかったりそうでなかったりの日々を過ごして、恋をして、結婚をし、私は今に生きています。テレビでは芸能人の波乱万丈人生を度々放映しますが、あれを観ているとたまに、少し不思議な気持ちになるときがあります。私は日々変わらない人生を歩んできましたが、彼らはすこぶる毎日が違ったようなのだろうなと、その人生の差異について想いを馳せると涙腺が緩むのです。ベランダの独りごとは空すらも聞いていない。隣人はいつものように生れたばかりの子どもをあやしていた。部屋の時計に目をやると、短針がすでに「２」を指している。少し寝すぎました。今日は確か息子が一度顔を見せる日ではなかったかしら。違う、それは明日の話だった。今日は何もない日だった。何もない日。買い物にでも行こうかしらと思います。今日の晩御飯は余ったレタスでまたサラダをつくって、豚肉の生姜焼きと白米でしめましょう。
　小気味のいい音で肉が焼ける。生姜の香ばしい風味。みりんの甘味が重なる協奏曲。美味しいのです。アイランドキッチン、IHクッキングヒーターから顔をあげると、テレビの他に窓が見えた。しまったと思います。私は今日買い物帰りにセールの看板を下げている洋品店に何件か入ってしまいました。それで一枚の綺麗なカーディガンを購入しましたが、おかげで帰宅時間を予定より一時間半もオーバーしてしまって、お腹の虫も鳴り始めたのですぐに料理をしたのです。だから、雨戸を閉め忘れていました。部屋の明かりが照りつけて、窓の向こうは全くの暗闇です。重厚な黒い鏡のようになった窓は、私を容赦なく投影しました。白いチョークで描いたようなリビングとキッチンの中に、一人ぽつんと、目を丸くして、ひどく不明瞭な私。唇をきゅっと締めてしまう程の孤独が押し寄せてきます。その波にのまれて私はチョークの線でできた自分を執拗に見つめました。厚いはずの鏡がそうするとひどく脆くなります。そして緩やかにチョークは溶けてゆき、真っ黒な世界が窓から流れてくるのです。ゆっくりと浸水するマンション、６１２号室。目を開けているのに視界が黒くなると、ふいに遠くのほうで声が聞こえる。何を言っているのか判別はつかないけれども、それはなんとなく知っている声であるようだった。管だらけですね、と私は苦笑いをしました。声も出せずにあなたは少し首を動かしましたね。「まったくだよ、こんなありさまで申し訳ないね」と私は翻訳しておきます。実際だったら、たぶんもう少し意地の悪い口調でしょうけれど、今のあなたは私の思うように台詞を吐くのよ。笑っちゃうぐらい白いベッドで、薬剤の臭いのする部屋で、白々しい光があなたを照らしているけれど、不幸だとは言わないでおくわ。あやうく生姜焼きを焦がすところでした。急いでスイッチを切った私は今日も白い皿に料理を載せます。水で洗ったレタスはしんとして、ドレッシングを待っています。雨戸を閉めるその一瞬、私は暗い暗い夜、そのずっと先をちらと見ました。
　日曜の朝早くに私は起きます。本日は息子がご訪問の日です。羽毛布団が指に優しく食い込み、冷たい空気が鼻先を全く冷やしていることに気づく朝です。私は今日もコーヒーのために湯を沸かし、息子のためのレシピを考え、そして雨戸を閉めて、眠りにつきます。（完）
著：青人







    ウ-36 /牟礼鯨/牟礼鯨/ミソジニー中毒文学
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◎ 「ガリア女」禁断症状の牟礼鯨【ウ-36】です。
◎ 2階Fホール階段付近の島角で座っています。
◎ 新刊『ガリア女』の収録掌篇は以下の七篇です。

　・ある日、女が轢かれました。
　・市民プールの人魚
　・自転車売春
　・不老不死
　・性病とその根絶
　・神経膠腫
　・お逮夜

現代物はであいもの、再版はいたしません。









    エ-11/壬生キヨム（ミブ　キヨム）/cieliste（シエリスト）/短歌とボーイズラブ小説
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cieliste（シエリスト）は壬生（ミブ）キヨムの一人ぼっちサークルです。
スタンスは、何でも考え何でも知って、何でもかんでもやってみようー。



文学フリマ配布物



＊新刊＊
【talk A（遠くへ）】

オンデマンド印刷/24P/200円

深海花乃さんとの合同短歌集。「女の子」をテーマに、花乃さんのトイデジで撮った写真と短歌を合わせました。

<こんな短歌が載っています>

・また会えた　いつもの彼は　気づくかな　この視線には　想いがあるの（深海花乃）
・満点の星空きみにはイルカ座を　見てほしくないものは見せない（壬生キヨム）


＊既刊＊

【よくないおしらせ】

オフセット印刷/52P/400円

童話白雪姫でおなじみ「この世で一番きれいなのははあなたです」機能のついたしゃべる鏡と、一羽だけ毛色が違ったためおかあさんにいじめられて育ててもらえなかったカモのチップちゃんと暮らしている大学生（国文科）朝雛雅人くんと、魔法使いをおじいさんに持ち、動物をお話しできる能力を持ったサラリーマン白鳥七生くん（画像の男の子です）が、心を通じ合わせるまでを描いた、これらの設定をまったくいかせていないボーイズラブ小説です。

年齢制限はありません。どなたでも興味本位でどうぞ。


サイトでも本編の後日談を掲載しています。→　http://cieliste.komusou.jp/original/yokunaioshirase/top.html


【恋わずらい】

電子書籍（CD-Rでの配布）/28P/100円

「少女」をテーマにしたイラスト＋短歌と散文。（イラスト　ota様）


<こんな短歌が載っています>

・数学は答えは一つだから言いたいこともっと整理して言いな
・弟と妹のいる恋人がロールケーキを三等分する


【まくまく】

豆本（名刺の半分くらいのサイズです）/44P/200円

短歌集。3つの連作が入っています。


<こんな短歌が載っています>

・君の名の濁りが好きだ昨日夢の中で殺してごめん
・床下で使いこまれた性欲をアリエッティに返してもらう
・蟻地獄　好きな男の面倒をひたすらみたいタイプだよなあ


立ち読みだけでも大歓迎です。
どうぞふらりとお立ち寄りください。


壬生キヨム（@kiyomumibu）







    エ-40/衆道士ペドフェチ/秘本衆道会/下品な古典・残念な国文学
    [image: ]


　読・即・ドン引き！　ってな感じの残念文学を愛する皆様、どうもどうもこんにちは。
　当方は大昔の日本文化をこよなく愛する弱小化石サークルにて、名前を「秘本衆道会」と申します。

　ところで「衆道」ってどういう意味かご存知ですかい？
　もし初耳だぜニューイヤー（関根勤ギャグ）だぜ！　という方がいらっしゃれば、是非一度、万有博士グーグル氏に聞いてみてくださいな。

　……はい、すごい答えが返ってきましたね？
　この日本国ではかつて、「華道」や「茶道」や「剣道」や「書道」などと同様、「男×男」の情交もまたひとつの「道」として昇華されていたのですよ。

　その歴史的証拠の数々を、頼まれもしないのに拾い集め、「２ちゃんねる語」や「アスキーアート」を交えてフニャフニャ噛み砕いて紹介する……
　当方の頒布物は、だいたいそんな内容っす。

　そんなこんなで、イベントに先駆けまずは前口上を一席……さあて、さてさてお立合い！

　来る霜月、文化の日、華のイベント「文学フリマ」！
　「エロ」の「エ」の字の四十番、そこな配置に陣取るは、泣く子も苦笑の「秘本衆道会」！
　いざ見巧者たる皆様の、ご興味惹くため供するは！

　・平安時代の絶倫男色貴族が綴った、夜の生活日記！
　・鎌倉時代に成立した、僧侶と稚児のエロＢＬ絵巻！
　・平賀源内が描いた、江戸市内の少年売春街ガイドマップ！

　とまあ、どれもこれもが一ページ当千、レアと言やあレアだけど、知っていたところで何の自慢にもなりゃしない資料群ばかりが、ウヒョッ！　と唸りを挙げまさァ！


　……なぁんて言いつつ。
　ここ最近はホモ・ショタ・ゲイ関係のみに限らず、とにかくやたらスケベだったりマジキチだったりと、好事家的ツボを激打するような古典であれば何でも節操なく取り上げるようになりました。
　ついでに『けいおん！』や『まどか☆マギカ』などのオタコンテンツを、擬古文で翻案する！　ってな謎のチャレンジにも手を染めております。

　ま、これ以上の詳しい事はブログかツイッターで！

　http://ameblo.jp/hihonsyudo
　http://twitter.com/hihonsyudo


　イベント当日はどうぞよろしゅう。
　立ち読みだけでも大歓迎！








    エ-60/takeyas2k/ヴォイ！/ブラインドサッカー応援勝手連機関誌＆懐古的鉄道旅行記
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　文学フリマでは、初めまして。本当はブラインドサッカーだの、
なでしこリーグだの、JFLだのの
「Ｊリーグじゃ無い国内サッカーの観戦記を書いて、応援する勝手連」
を自称してきたのですが、今回はそれに加え昔書いていた鉄道旅行記を
ここに発表することになりました。

読みに来ていただけると幸いです。

◆新刊◆

　■まいど!　2010-2011 ブラインドサッカー観戦記本です。
　◎列車でステキなとこ行こう!!～Takeyas STATION "REBUILD"～
　　　懐古的鉄道旅行記、です。

◆既刊◆
　■Voy!　ブラインドサッカー観戦記と解説本です。

　■tribute to “Out of Sight”
　■The inside of“tribute to “Out of Sight””
「暗闇展覧会」ダイアログ・イン・ザ・ダーク＆台湾の同名の自主制作アニメ本
です。

ここまでは、頒布予定です。

==
次の２冊は、ガイドブックだったり、全編漫画だったり、と、イベントの趣旨に
そぐわないため、今回は見本誌の紹介のみとしております

　◇Our Time Has Come!　ニワカの観たJFL観戦記本です
　◇Girls are Gazing at the NEXT!!
　　　なでしこリーグ観に来てね本です。
==

それでは、エ６０にてお待ちしております。
twitter ID takeyas2k_voi







    オ-01/松永英明/ことのは（@kotono8）/事物起源学
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好評いただいている『事物起源探求』シリーズ第3号は『事物起源探求2011』と題してただいま鋭意制作中！（10月28日に本文入稿予定）
◆新刊『事物起源探究2011』……1200円
表紙イラストは「奇刊クリルタイ」誌の表紙でおなじみの吉川にちのさん。裏表紙には「生まれ年別名前ランキング」99年分データから時代区分が浮き彫りになるカラー年表が入ります。表紙込み全100ページ。
特集１【事物起源学宣言！】　事物起源探究を学問としてとらえなおしてみました。その定義、研究内容、ケーススタディによる研究方法、事物起源学の原則・精神、事物起源学用語集などなど。
特集２【言語事物起源学：ことばの発祥と意味】◎「読めてしまうケブンリッジの研究」は実はウソ！《コミPo!マンガ》◎近江商人の「三方よし」――複雑な経緯と意外な発祥◎「就活」ということばはいつ使われ始めたか◎「交通戦争」と「受験戦争」◎「人民の人民による人民のための政治」◎「地獄への道は善意で舗装されている」
特集３【社会事物起源学：風習・しきたり】◎「生まれ年別名前ランキング」から浮かび上がる時代区分◎選択式夫婦別姓議論と「日本人の姓／名字」の歴史◎「ハロウィーン」――ケルトからカボチャまで◎「恵方巻き」――名付け親はセブンイレブン
◆既刊『事物起源探究 創刊号』……1200円
・「事物起源探究」の起源 ・事物起源本レビュー・たい焼きが本当に生まれた年は？「二〇〇九年はたい焼き生誕百周年」説を徹底検証する・「足ツボ」ことリフレクソロジーの起源は中国ではなく二十世紀アメリカだった・「坂本龍馬」伝説はどのように語り継がれてきたか・「近代」再考１:「靖国神社」の教義はいつ生まれた？・芥川龍之介『蜘蛛の糸』の原典、ポール・ケーラス『カルマ』全訳
◆既刊『事物起源探究 第2号』……1000円
特集：「日本」の起源を探る　一　国生み神話と北海道・沖縄　二　日本の「起源」はいくつもある　三　「縄文人」という名の幻想、日本列島の多様性
四　日本人のはじまりをアフリカから始める　五　呉越の子孫と倭国　　六　邪馬台国から神武の時代　　七　「日本」が誕生した飛鳥時代　　八
近代日本の成立　○日本の国号についての古い記述
◆既刊『東日本大震災でわたしも考えた』……1000円
【第一部】行動編 わたしも歩いた、やってみた……帰宅困難者としての「帰宅ログ」、寄付やチャリティ花見参加など「今わたしにできること」なので震災後に「わたしがやったこと」、「被災県アンテナショップ」都内・横浜全店ガイドブック【第二部】考察編
考え直す、問い直す……電気・ガソリンに「一辺倒」の電気文明と、意外な脆弱性を見せた「高層」自体の弱点、「災害ユートピア」と「震災ナショナリズム」、被災地のゲニウス・ロキ、場所論から見る「災害の記憶」と「離れがたい心情」、斉藤和義「ずっとウソだった」はキヨシローへのアンサーソング【第三部】デマ・トンデモ編
疑ってみる、確かめる……震災後のデマ100件の分類整理、福島・双葉病院「患者置き去り」報道の悪意と真実、石原慎太郎の「津波は天罰」発言への批判、「地震兵器」説の徹底分析と致命的欠陥、陰謀論の本当の危険【第四部】ネタ編
笑って、許して……「日本」の首都を「日本」にする「日本全国首都化計画」、元号を変えて人心一新する「災異改元」【コラム】「放射能」という言葉、被災地での「社会起業」、「地獄への道は善意で舗装されている」の起源
※アマゾンでも発売中→http://amzn.to/rnBROS
◆既刊『A2判「三菱東京UFJ銀行に合流した全銀行系統図年表2010」』……400円
　三菱東京UFJ銀行は東京三菱＋UFJ銀行。その前は、東京銀行＋三菱銀行と東海銀行＋三和銀行。ではその前は？
データベースをたどると明治以来、全部で約170行が合流していました。そのすべてを盛り込んだ系統図年表。前回・前々回文学フリマ会場で話題を呼んだ作品。
※アマゾンでも発売中→http://amzn.to/pYLEaF（アマゾン価格500円）
◆既刊『「人は思考したとおりに」As a Man Thinketh 完全訳＆ジェームズ・アレン徹底解読』……800円
『原因と結果の法則』の邦訳名で有名な、ジェームズ・アレンの "As a Man Thinketh"
の完全訳『人は思考したとおりに』、そしてこれまで商業出版として五冊のアレン本を翻訳した経験をもとにジェームズ・アレンの思想を徹底解読。
◆Genius Loci紙袋……150円
買いすぎたらぜひどうぞ。街中でも使えるシンプルなデザイン。

松永英明＠ことのはhttp://www.kotono8.com/http://twitter.com/#!/kotono8









    オ-02/Parsley/奇刊クリルタイ/文化的多重人格者のためのハイエンド・マガジン（High-end Magazine for Multi Cultural Personality）
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「文化的多重人格者のためのハイエンド・マガジン（High-end Magazine for Multi Cultural
Personality）」、面白集団『クリルタイ』では「第13回文学フリマ」にて「奇刊クリルタイ6.0」を刊行いたします。今回は「Sex
and the KHURILTAI」と題して非モテと性、非モテとライフプランについて総力特集いたします！

【詳細】
奇刊クリルタイ6.0  特集「Sex and the KHURILTAI」
B5、104ページ 1部 1,000円
第13回文学フリマ
オ-02（東京流通センター Fホール（2F））


【内容】
■巻頭対談
republic1963×シロクマ「非モテという生き方 結婚、子育て、ライフプラン」
■インタビュー
・能町みね子
・雨宮まみ
・手塚真輝
■座談会
覆面SEX座談会！
■個人原稿・企画ページ
・黒河大河の童貞の地平線
・非モテのコスト お金から見る非モテのライフプラン
・冷静に官能小説を読んでみる
・目撃！DQN
・知られざる床オナニーの危険性を世に訴える！
・据え膳喰わぬ男の言い分


■特別付録
・せいへきかるた




【著者紹介】
雨宮まみ：おもにエロ・AVのフィールドで活躍する「今もっとも“イタ刺さる”」女子ライター。永遠の32歳。共著書に『エロの敵』（翔泳社
2006年）、『リビドー・ガールズ』（パルコ出版 2007年）他。ポット出版のサイトにて「セックスをこじらせて」を連載中。ブログ「雨宮まみの「弟よ！」」



シロクマ：オタク精神科医。「はてなダイアリー」にて人気ブログ「シロクマの屑籠」を更新しながら、livedoor「blogos」、「YUCASEE
MEDIA（ゆかしメディア）」などのネットメディア上にて情報発信を行っている。ブログ「シロクマの屑籠」
ｔｗｉｔｔｅｒ



手塚真輝：ホストクラブ「Smappa!GROUP」代表。歌舞伎町でホストクラブを経営する傍ら、ホストのボランティア団体「夜鳥の界」の中心メンバーとしてホスト独自の社会貢献活動を行う。著作に『自分をあきらめるにはまだ早い
人生で大切なことはすべて歌舞伎町で学んだ』（ディスカヴァー・トゥエンティワン 2009年）等。ブログ「自分をあきらめるにはまだ早い」  twitter



能町みね子：エッセイスト、ライター、イラストレーター。1979年生まれ。『くすぶれ!モテない系』（ブックマン社
2007年）、『お家賃ですけど』（東京書籍
2010年）など著書多数。2011年に最新作『モテない系とドリカム層』（ブックマン社）を出版。ブログ「能町みね子のふつうにっき」
twitter


※50音順、敬称略


【せいへきかるた　参加者一覧】


～絵札～


・横田沙夜 @yokotasayo
・成瀬ノンノウ @narusenonnow
・長崎堂 @nagasakido
・Ray @ray_dia04
・ぴすどり @pisudori
・蒼鬼ハル @aokihal※裏面担当


～文字札～



・相沢ナナコ　@nakotic
・伊織　@iori8250
・紫式子　@shikiko
・三島凛子　@mishimafurikake
・西子　@necononaiwarai2
・泉由良　@yuraco
・近江舞子　@OUMI_MAICO
・ヒキムスビ　@hikimusubi
・吉川にちの　@nitino
・安倉儀たたた @akuragitatata
・衆道士ペドフェチ　@hihonsyudo
・鈴木真吾　@junk666
・クロフネ三世　@kurofune3
・キール　@kir_imperial
・Parsley　@parsleymoood


※順不同、敬称略


【頒布物一覧】



・『奇刊クリルタイ6.0』1000円
・『奇刊クリルタイ増刊「dorj」 Vol.2』1000円
・『奇刊クリルタイ増刊「dorj」』1000円
・『奇刊クリルタイ5.0』700円⇒500円
・『奇刊クリルタイ4.0』600円⇒500円
・『奇刊クリルタイ3.0』600円⇒500円


※10/19現在予定







    オ-49/鈴木真吾/学習院大学表象文化研究会/批評・評論
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学習院大学表象文化研究会、（自称）総合文化批評誌『Kulturtrieb-G』(『KTG』)第3号。
第11回の文学フリマ（2010年12月）で、衝動全開で叩き上げた第1号を出してから、もう1年ですのね・・・しみじみ。


というわけで、別にアニヴァーサリーというわけでもないのですが、全面的にスケールアップして、第3号をお届けします。
今回も、横田沙夜（@yokotasayo）さんに表紙・裏表紙を手がけていただきました。


◇新刊　『Kulturtrieb-G』 Vol.3 (『KTG03』)


○特集1:メンズリブ×マゾヒズム――父権制倒錯からの解放あるいは緩やかな下降願望との戯れ


・鈴木真吾（@junk666） 「メンズリブとしてのマゾヒズム」


「メンズリブとしてのマゾヒズム」を主軸に、マゾッホ『毛皮を着たヴィーナス』、沼正三『家畜人ヤプー』、そして天野哲夫のマゾヒズム論や、森園みるくのマンガ『Beehive』、中世の女性上位表象……さらには男性研究に主軸をおいたジェンダー論や日本のメンズリブを、博覧強記に横断！


プレイやキャラクター付けのための「マゾヒズム」ではなく、強がりや意固地の「鎧」を外すための戦略としてマゾヒズムを切り口に父権制倒錯からの解放を示唆する、多彩なテクストを駆使した観念的マゾヒズム論。


関連稿
「おたく人ヤプー Otaku's Adventure in the Zeitgeist」『KTG01』
「あの頃テキストサイトブームと」『新文学03 革命×ネット文化×21世紀文化のエグイいコンテンツ』(カ‐20　文芸空間社)
「『ジェンダー』と『セクシュアリティ』」『新大学04』(カ-20　文芸空間社)
「熟女にかける凡銀河ガラガラドッカン的情熱」『男一匹元気が出るディスコ』（E-19 元気が出るディスコ）




・水嶋かおりん（@kaorinmizushima） 「鎧を剥いで」日暮里ビザールクリニックに勤務する傍ら、『私は風俗嬢講師』（ぶんか社、2008）の著書を発表し、性戯の味方として各種イベントで活躍する水嶋かおりんによる、現場から見た肉体的マゾヒズム論。


性感、精神の両面から男の「鎧」を剥ぎ、よりよい男女関係を結ぶためのノウハウをレクチャー。
殿方のみならず、御婦人もぜひご一読あれ。


blog:http://blog.livedoor.jp/kaori0523mira/






・松永英明(@kotono8) 「少子高齢化時代の選択的夫婦別姓議論と見えないジェンダー意識」
選択的夫婦別姓が可能な状況下、男は、女は、どちらの姓を選ぶのか。


「家」制度や「姓名」の起源を辿りながら、押し付けられる「姓」のあり方と、少子高齢化問題をめぐる幻想と、直面しつつある現実問題やその改善への提言。


サークル参加: オー01　ことのは@kotono8


○寄稿


・よこたたかお（@yokotatakao)　「自然科学と視覚芸術〈親和劇場〉におけるストリンドベリ」nude、小金井バラックのを率いる演出家・劇場作家よこたたかおによる劇場論。
今回は『令嬢ジュリー』などの代表作で知られるストリンドベリの劇場に関する提言をてがかりに、どのような改革運動が行われてきたかを論じていく。


関連稿
「ハプニング、イヴェント、パフォーマンス」『KTG01』
「『放浪息子』から見るパフォーマンス――異性装から見る演劇批評の新しい可能性について」『KTG02』


・ワラシナカヲリ（@kaori9608） 「『けいおん！』に学ぶべきこと――LM業界の今後について」
アニメ化いらい、留まるところを知らない『けいおん！』ブームの背後に隠れた楽器産業。
ブームの影響で好景気だと思われやすいその内幕や、ライセンスビジネスの抱える問題を暴く。


・伊織(@iori8250)　「三人展『Enigmarelle―亡骸への焦燥―』」
初台ザロフで行われた、剥製／骨格標本・ガスマスク・球体間接人形の合同展示「Enigmarelle」のリポート。
参加作家（ヒキムスビ、三上鳩広、萌）から提供頂いた写真を組み合わせたフォトエッセー風の、一味変わった雰囲気。


サークル参加:D-35 角兎毒苺團

・Parsely(@parselymood) 「横田沙夜個展『兎頭のささやき』」
クリルタイ（オ-02）のParselyさんによる、『KTG02』の表紙・裏表紙、挿絵、そして今号でも表紙・挿絵・裏表紙を担当して頂いた、水彩画家 横田沙夜の初個展リポート。


作品に描かれたモチーフの背景や、個展いらい横田作品のトレードマークにもなっている「兎頭の少女」の変遷を辿る、リポート＋作家論。書き下ろしのモノクロ挿画も収録。


※β版サンプル（全文）公開中:http://t.co/FsJLcNry


『奇刊クリルタイ6.0』のおまけにつく「せいへきカルタ」にて、『KTG』関連では下記の人々が参加中。


相沢ナナコ（D-35 角兎毒苺團）→文字札
伊織（同上）→文字札
鈴木真吾（オ‐49 学習院大学表象文化研究会）→文字札ヒキムスビ→文字札
「乙女の骸」『KTG01』
「リボンをほどかれたネクロノミコン・続乙女の骸」／挿画:横田沙夜、『KTG02』
横田沙夜→絵札


サークル参加: オ‐02　奇刊クリルタイ


相沢ナナコ(@nakotic) 「再び空を飛ぶために: 対象性文化人類学的『魔女の宅急便』雑感」
中沢新一の魔法に関する議論をてがかりに、魔女の宅急便に描かれた「魔法」と「少女」に関するエッセー。
『魔法少女まどか☆マギカ』特集への導入部として、「魔法って何だろう」と考えながらお読みください。


特集2:『魔法少女まどか☆マギカ』
2011年の前半に圧倒と的な話題をさらった『魔法少女まどか☆マギカ』に、多角的に迫る。
ゼロ年代的な批評、アニメ論とは程遠いひねくれ者たちによるキッカイな論集。


・よこたたかお「学園ドラマ論――試論」アニメやマンガの定番な舞台として愛される「学園」という舞台で繰り広げられるドラマの試論。
「学園」の形成史を辿りながら、舞台としての「学園」を論ずる。


（編集より）
　本論は主として、ドラムdrameが演じられる舞台としての「学園」という空間に関するものであるため、『魔法少女まどか☆マギカ』に直接関連したものではない。とはいえ、「学園」という舞台は多くのマンガ・アニメに登場し、『まどか☆マギカ』においては、さやかの絶望をめぐるドラムが始まる起点として、重要な位置にある。
　まどかのドラムは主に家庭やほむらとの関係、マミは魔女との戦い、杏子は失われた家庭や、屋外におけるさやかとの関係に重点が置かれているが、さやかのドラムは、恭介との関係よりも「学園」に強い関わりを持っている。
　そういった点を意識しつつ、いわゆる「学園モノ」の観点から『まどか☆マギカ』を観照するための参照項として本論を読まれたい。また、本論における議論は、巻末の対談における著者の発言と関連する部分があるので、本論と対談を相互参照のこと。



・柏﨑和可子(@glasses0glasses)　 「武器から見る魔法少女の変遷と『魔法少女まどか☆マギカ』」
少女時代に見た魔法少女アニメにまつわる思い出を軸に、「武器」を持った魔法少女の歴史を辿る。
魔法少女らしい武器を現代兵器を手にした現代の魔法少女の向かう先と、その可能性とは…。


・鈴木真吾「男の削除、女性の男性性、そして少女を語る欲望――ジェンダー眼鏡から観照する『まどか☆マギカ』」
男が削除／周縁化された構図が特徴的な『まどか☆マギカ』を、ジェンダーを軸に読み解く。
家庭内の性役割が逆転し鹿目家や、戦う少女という表象を、ハルバーシュタムの「女性の男性性」の議論や、それを
『セーラームーン』や『りりかSOS』に援用して新しい男性性の可能性を論ずる熊田雄一、そして『戦闘美少女の精神分析』
で知られる斉藤環の「戦闘美少女」や「ファリック・ガール」を参照し、「戦い」、「変身」、そして「少女」という表象と、「少女」
を語る欲望に切り込んでいく……なぜ男たちは、男の削除された世界の「少女」を語りたがるのか。


・西貝怜（@possible_world） 「『魔法少女まどか☆マギカ』の希望について――タイムトラベルと時間的展望からの試論」
タイムムトラベルを扱った多彩な文芸作品（小説、マンガ、アニメ、ゲーム）と『まどか☆マギカ』を比較し、過去（あるいは未来）に行き
何かを変えること／何かを知ることから生じる希望や、感情についての試論。論中では『クロノトリガー』や『クロノクス』といった
懐かしい作品も登場するが、よくよく考えてみると『まどか☆マギカ』に近い構造を持っていたりもするなと気づかされる。


・渡辺健一郎「キュウべえ対ベルクソン」
色物的なタイトルとは裏腹に、知覚や感情について、ベルクソンの『創造的進化』における議論や、インキュベーターの生態について、劇中で長々とした講釈をたれるキュウべえの見せる、「最終回での矛盾」を丹念に検証。


キュウべえ…「ぼくらは感情をもたない」とか言っておきながら、お前ってやつは……。


・座談会――「多角的に〈語る〉『魔法少女まどか☆まぎか』」
鈴木、西貝、よこた、渡辺に倉田大輝を加えた、学習院大学表象文化研究会の前身である自主ゼミのメンバーによる座談会。


「ゼロ年代」やアニメ批評、九０年代末の美少女ゲーム、排除される男性表象、ニコニコ動画の後押ししたまどマギ人気、「マミる／られ」その他諸々、かなりひねくれた視点から多角的に語り倒し、『まどか☆マギカ』のどのような要素が人を惹きつけるのかを考察。




表紙: 横田沙代（@yokotasayo）　http://sayo.chu.jp/
頁数: 170頁〈カラー口絵2頁〉／オンデマンド。用紙:キンマリ淡クリーム。
価格:　1300円(裏表紙のポストカード付き)


※在庫消費状況に応じた小部数増刷のため、予算の関係上、初版2刷からはモノク口絵になります。


◇既刊
『KTG01』(A5、124頁、オンデマンド)、500円。
『KTG02』(A5、164頁、オンデマンド、表紙: 横田沙夜)


既刊の詳細は　http://ktg.ria10.com/　を参照。


セット価格


Vol3+Vol.2＝2100円
Vol3+Vol.2+Vol.1=2500円










    カ‐23/三島凜子・村崎式子/鰊パイ互助会/評論・料理・エッセイなど
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	詳細を表示20:57 (0分前)
	





　はじめまして。
　独女2人の文化系料理サークル『鰊パイ互助会』です。
　今回、2回目の文学フリマへのサークル参加です。
　普段は主に料理ブログ更新と、食べ物や料理についての同人誌を発行しています。
　『くだらないことにも真面目に取り組む』が合言葉。
　少しでも笑えてためになるような、作品を目指しています。
　どうぞ、スペースをご覧にいらしてください。

ブログ『作ってあげない、非モテごはん～鰊パイ互助会活動日誌～』URL
　http://d.hatena.ne.jp/nishin_pie/

twitter　ID
　三島凜子：mishimafurikake
　村崎式子：shikiko


【新刊】1冊
『非モテレシピ　～作ってあげない、非モテごはん～』
　オフセット印刷　A5 106P　1部 600円

　ブログ『作ってあげない、非モテごはん～鰊パイ互助会活動日誌～』に掲載した料理レシピをまとめました。
　漫画に登場する料理の再現から、日常のおかず、こっそり作りたい無精料理まで、84のレシピとエッセイを収録しています。
　他人のための前に、まずは自分がおいしいものを作る。
　それが『非モテごはん』の心です。

　↓ちょっとだけ、エッセイを掲載します。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

『肉』
　鶏の唐揚げは美味しいし、豚の角煮の脂は堪らない。牛のステーキは素晴らしいご馳走である。だがしかし、それらを女性たちは堂々と口にできるであろうか。巷では鶏鍋のコラーゲン、羊肉の熱代謝等、理屈を並べなければ、女性は肉を食べる資格が無い、と言わんばかりの情報が公然と流されている。外で一人、大盛り牛丼を食べていては白い目で見られることが現実だ。
　男性諸君は言う。「肉をもりもり食べる女には引く」と。引けよかろう。ならば何故、貴方たちは肉を食べるのか。美味しいからではないのか。何故、女性が美味しいものを食べてはならないのか。サラダと春雨スープの昼食に甘んじよ、というのであれば、それは幻想の姿にしかにすぎない。女性は食べる。貴方たちの見えないところで、焼肉を、骨付き肉を、しょうが焼きを、たっぷりと。
　そして、姉上方、妹たちよ、肉を好きなことを恥じることはない。
　誇らしく叫んでほしい。「私は肉が好き」と。
　誰もが、肉という命の味を噛みしめ、楽しめることこそが、真に豊かな食卓なのだ。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
よろしくお願いいたします。


【既刊】5冊
『大豆』（2011）
　オフセット印刷　A5 24P　1部 300円

様々な大豆加工食品にあらゆる切り口で迫った、大豆への讃歌です。

漫画「大豆家の一族」村崎式子
コラム「地域別　日本醤油地図」三島凛子
随筆「小脇に抱えた手前味噌」三島凛子
随筆・レシピ「『豆腐百珍』～江戸時代の料理を作る～」三島凛子
随筆「豆乳が空にはばたく日」三島凛子
随筆「弁当に納豆を入れて売ること」三島凛子
漫画「となりの７１０ごはん」村崎式子
随筆「きなこ、懐かしさの奥に」三島凛子



『日本御芋新聞』（2011）
　コピー印刷　A3　4Ｐ　1部 100円

　総理大臣は山芋! ミスユニバースはサツマイモ!
もしも、現代社会に芋類が社会進出をしたら……。
新聞のスタイルでお送りするほくほくデストピア作品です。



『パン』（2009）
　オフセット印刷　A5 24P　1部 200円
　パンのある風景を描いた漫画や、パンのクラスメートと過ごす少年の青春小説を収録。ノンポリ天皇名義。


『ごはん』（2010）
　コピー印刷　B5 P18　1部 150円
「文化的コンプレックスの根源は主食か！」
　主食から日本の文化を考えた、社会派意欲作。


『麺』（2010）
　コピー印刷　B5 22P　1部 150円
　日本と世界各地の麺料理が集合するまんがや、麺料理にまつわる思いをつづったエッセイ。

以上、それでは皆様、11/3にお会いしましょう!
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